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モントリオール
ノートルダム・ド・ボンスクール教会では、午後2時からコンサートがあるというので、午前中に
教会の外でのスケッチをすませ、中へはいった。2時間ほどの間、美しい声のひびきにうっとりし
ながらボールペンを動かしていた。
左手には、創設期の農夫と漁師のための小さな教会の模型と、そこで指導者として努力した一人
の女性の像がたっている。その横に、漁船の模型が天井から吊り下げてある。沖へでた漁船が、
港へもどってくる安全を祈る教会でもあったことの證である。

表紙上段絵画：マレーシア市場
2002年9月15日 Kampong Pasar in Malaysia

表紙下段絵画：船員教会のコーラス隊（カナダ モントリオール ）
1999年6月13日 Chapelle Nortre Dame de Bon Secours Montreal. 
Margurite Bourgeoys & chapelle for sailors.



コーンウォール半島の先端が大西洋に突き出している場所が Land’s endである。
日本流でいえば「地の果」か。
すぐ近くのホテルには「First inn, Last inn」というカンバンがかかっている。
海から上陸すればFirstで、陸から海へ向かってはLast、ということだろう。
強い風と雨で、立っていることもむつかしいくらいの荒れた日だった。

コーンウォールのランズエンドの波
1999年9月27日



ストーンヘンジ

常滑の焼き物工場の屋根

半田赤レンガ建物
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山田信也先生追悼文集の発行にあたって 
 
 
山田信也先生が 2022 年（令和 4 年）10 月 10 日に逝去（享年 92 歳）されました。ご

逝去の報を受け、先生が属された名古屋大学医学部公衆衛生学および衛生学教室の関係者
中心に追悼文集の発行を企画しました。そして、多くの様々な分野に属する方々から寄稿を
いただき、ここに追悼文集の発行に至ることができました。ご遺族から提供いただいた先生
自筆の絵画も最初に掲載させていただきました。 
山田信也先生は、1955 年に名古屋大学医学部を卒業され、1956 年から衛生学教室、1977

年より公衆衛生学教室（教授）で、1994 年定年退職まで社会医学者として活躍されました。
退職後も1998年に働く者のいのちと健康を守る全国センター 初代理事長に就かれるなど、
主に産業衛生の分野で活動されました。1960 年代、1970 年代は、日本の戦後の経済成長の
中で、公害や職業病の多発など社会問題が大きな課題になった時代です。そうした時代状況
下にあって、社会医学の実践者として、その健康課題に正面から取り組まれて、解決への道
を切り拓いてこられました。その実践の姿の一端は、この追悼文集の寄稿から窺うことがで
きると思います。 
社会的課題に取り組む社会医学者としての姿勢は、山田信也先生の大きな遺産と思いま

す。小野雄一郎先生が紹介されている「冷静な自然科学者の目、暖かい人間の心、自然と共
に生きる人間の知恵をもって、労働する人とその労働を見つめる学問に私はたまらない魅
力を感じます。」との文章が山田先生の人柄を端的に表現しています。山田信也先生のご冥
福を心よりお祈り申し上げます。 

 
 

山田信也先生追悼文集実行委員会委員長 
名古屋大学大学院医学系研究科     

国際保健医療学・公衆衛生学教室同門会会長 
榊原 久孝 
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山田信也先生
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山田信也先生 略年譜 

1930年（昭和 5年） 3月 15 日生 
2022 年（令和 4年）10 月 10 日没 享年 92 歳 

 
学歴                                        
1947 年（昭和 22 年） 岐阜第一中学校卒業 
1948年（昭和 23 年） 旧制第八高等学校第一学年終了（旧制学校制度廃止） 
1955年（昭和 30 年） 名古屋大学医学部卒業 
1956年（昭和 31 年） 医師免許 
1956年（昭和 31 年） 国立名古屋病院における医師実地訓練 
1960年（昭和 35 年） 名古屋大学大学院医学研究科（社会医学系）修了 
1961年（昭和 36 年） 医学博士 
 
 
職歴                                        
1960 年（昭和 35 年） 名古屋大学医学部 助手（衛生学） 
1961年（昭和 36 年） 同 講師（衛生学） 
1963年（昭和 38 年） 同 助教授（衛生学） 
1977年（昭和 52 年） 名古屋大学医学部公衆衛生学 教授 
1994年（平成 6年） 同 定年退職 
                           名古屋大学 名誉教授 
 
 
委員等                                       
1972 年（昭和 47 年）［～1974年（昭和 49 年）］  

 林業労働災害防止協会「特殊健康診断専門委員会」委員 
 全国調査小委員会 委員長 

1977年（昭和 52 年） 林野庁「林業労働災害対策研究委員会」委員 
1979年（昭和 54 年）［～2000年（平成 12 年）］（1 期 3年、７期） 

労働省「労働基準法施行規則第 35 条定期検討のための専門
委員会」委員 

1998年（平成 10 年） 働く者のいのちと健康を守る全国センター 初代理事長 
 
 
その他                                       
1966 年（昭和 41 年） 日本産業衛生学会 振動障害研究会 設立 
1993年（平成 5年） 振動病に関する名古屋国際シンポジウム 主宰 
 
絵画に親しまれ退官後も画塾に通い多数の作品を残されている 
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同⾨会また⽗⼭⽥信也に関わって下さった皆様 

 

この度は、⽗⼭⽥信也の追悼⽂集を作製して頂き、家族⼀同感謝に耐えません。⽗の仕
事への意欲の根底には、⼈の役に⽴ちたいという気持ちが常にあったと思いますが、⽗が
⾃⾝の仕事を成してこられたのも、ひとえに皆様⽅の御助⼒があってのことと存じます。
この場をお借りして御礼を申し上げると共に、皆様の御多幸を⼼よりお祈り申し上げま
す。誠にありがとうございました。 
 

⻑⼥ ⼭⽥薫 筆  
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山田信也さんを偲ぶ 
 

 
公益財団法人大幸財団 理事長    
元名古屋大学 総長   加藤 延夫 

 
本年十一月末、名古屋大学大学院医学系研究

科国際保健医療学・公衆衛生学（旧公衆衛生学
教室）から一通の書簡が届いた。何事かと思い
ながら開封したところ、山田信也さんの訃報と
追悼文集への寄稿の要請であった。 
本年六月十一日朝、着替えをしているとき不

覚にも転倒し、左大腿骨頚部骨折をしてしまっ
た。転倒後次第に左腰部の痛みが強くなり、次
第に歩くことはおろか、立っていることさえで
きなくなった。大腿骨頚部骨折が頭に浮かぶと
同時に、七十数年前の医学部で講義を受けてい
るとき、高齢者が大腿骨骨折、特に頚部骨折を
してしまうと、長期臥床を余儀なくされて、そ
のまま自力での歩行が不可能になり、場合によ
っては長期臥床のため痴呆になることが多い
という話を思い出した。救急車で病院に運ばれ
る途中、この思いにとらわれ、暗然として深刻
な思いにとらわれた。 
しかし、現代医療は全くそれとは違っていた。

術後翌日からリハビリテーションが始まり、二
週間半後リハビリ病院に転院するときには自
力で歩くことができるようになった。リハビリ
病院から退院後外歩き、とりわけ大きな道路の
交差点を歩くときの不安感を除くために、理学
療法士による訪問リハビリをおよそ二か月程
受けた。そのおかげもあり、外の歩きもできる
ようになった。 
そんな頃にその書簡は届いた。信也さんの亡

くなられたときの状況は聞いていないが、こち
らがあくせくと外歩きに励んでいる頃、信也さ
んは静かに最期の息を引取られたのかと思う。 
信也さんに最後に会ったのは、平成二十九

（二〇一七）年九月二十三日、私の米寿の祝い

の席であった。この会は、「加藤を囲む会」の
主催であった。しかし、このときの会には信也
さん始め公衆衛生学、衛生学の関係の人達も多
く出席されていた。その中に信也さんも居られ
た。多くの人達が思い出話を交々話しをされた
和気あいあいとした会であった。皆んなの話が
長くなる傾向にあったので、その時の会場の都
合で終りの時間が決まっていたので、司会をす
る人達が困っていた。信也さんは、公衆衛生学
教授就任後私と協力して「基礎医学懇談会」と
いう定期的会議を設けたこと、それが基礎医学
間の結束と協力と医学部民主化に大きな役割
を果たしたことを繰り返し熱心に話された。時
間を気にする司会者が何とか話を終わらせよ
うとしたが、信也さんには通ぜず熱を込めて話
を続けられたことが、鮮明に記憶に残っている。 
信也さんは私より学年が一年後輩で、その存

在は学生時代から知っていたが、つき合いはな
かった。私は、昭和四十二（一九六七）年一月
西ドイツのフンボルト奨学金が得られること
になり、ウィルス学研究を目指してギーセン大
学医学部ウィルス学教室に留学することにな
った。昭和四十二（一九六七）年四月、細菌学
講座の小笠原一夫教授が医学部長に就任以後
従来からくすぶっていた教授会内の派閥次元
の争いが顕在化し、その年の四月頃小児科学講
座の教授選考を契機としていわゆる医学部紛
争が起きた。この紛争は、丁度その頃から起き
始めた全国的大学紛争の大きなうねりと重な
り、深刻にして複雑な様相を呈し、解決の目途
がつき難くなった。昭和四十三（一九六八）年
九月には小笠原教授が教授職を辞任し、細菌学
講座の教官全員も辞任し、三名の大学院生のみ
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が残された。医学部長事務取扱となった眼科学
講座の小島克教授から同年十月からの後期に
始まる細菌学の講義・実習を行うために、私に
急ぎ帰国するようにとの要請が伝えられた。そ
れは、翌年ギーセン大学の正規の教員ポストに
就く予定で準備をしていた頃で、大いに迷った
末に帰国を決意した。 
帰国後も紛争は長引き、学部長、病院長、教

授、助教授の選考ができない期間が長く続いた。
愛知学院大学歯学部微生物学助教授のまま名
古屋大学医学部の細菌学教育の責任を負うと
いう変則的状況が長く続き、正式に名古屋大学
医学部細菌学講座助教授の辞令をもらったの
はおよそ三年後であった。驚いたことに、助教
授就任後早速名古屋大学医学部教職員組合の
組合長就任の要請が来た。医学部紛争の解決と
正常化の実現が急がれる当時の状況から、組合
長就任を断ることはできなかった。信也さんは
その頃、名古屋大学全体の職員組合長だったか、
あるいは最高幹部の一人であったと思う。医学
部教職員組合長を引き受けてから、信也さんと
のつき合いが始まった。医学部教職員組合の副
組合長として当時解剖学講座に所属していた
鬼頭純三さんが大いに私を助けてくれた。信也
さんと鬼頭純三さんのおかげで、医学部組合長
の職を全うできたと思っている。 
その後三年が経過し、私は細菌学講座教授と

なり、最年少教授ながら医学部長に就任した。
人事選考を行う立場となり、信頼に足る人物は、
清潔（うさん臭いところがない）、正直（嘘を
つかない）、誠実（約束は絶対に守る）の三つ
の資質を備えることが不可欠と考え、その通り
実行してきた。信也さんは、この三原則を充分
満足させる人であった。 
昭和五十一（一九七六）年四月に医学部長に

推され、医学部紛争の正常化を果たすべき責任

者となり、その年の十二月に紛争の全面解決と
完全正常化が実現した。医学部長を受諾すると
き、退路を断つ思いで一期限りと約束した。昭
和五十三（一九七八）年に入り、医学部長任期
の終わりに近づき、後任医学部長の最適任者と
して、二年間附属病院長として私と協力して医
学部紛争正常化に重要な役割を果たされた内
科学第一講座祖父江逸郎教授を考えるように
なった。教授会投票に先立つ部局長選考内規に
基づく全員投票でも同教授の支持率が高かっ
たので、教授会では後任医学部長はすんなりと
決まると思っていた。ところが、第一回投票で
は一位祖父江教授、二位は二票差でＹ教授であ
った。決定条件である一回の投票で三分の二以
上の票の候補者がいないため、二回目が行われ
た結果両氏同票となった。一週間後に再び投票
を行うことになった。再投票を行う教授会には、
大いに緊張して臨み、開会を宣した。すると、
公衆衛生学教授となっていた信也さんが立ち
上がり意見を述べた。その趣旨は次のようなも
のであったと記憶している。長期間続き医学部
の発展の障害となった医学部紛争の発生と遷
延化に何らかの役割を果たしたのではないか
と疑念を持たれる人事は避けなければならな
い。信也さんに続き、多くの発言があり、紛争
の原因となった派閥の形成は絶対に避けるべ
きであるとの意見も多く出された。再投票の結
果は十票差で祖父江逸郎教授が医学部長に選
ばれた。 
この教授会における信也さんの発言とその

ときの態度は四十四年余り経った今なお私の
脳裡に鮮明に残っている。正に信也さんの真骨
頂と言うべきであろう。 
信也さんとの思い出の中から最も鮮烈な印

象を受けたことを述べ、心からのご冥福を祈る。 
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山田信也先生を想う 
 

        
 

久留米大学 名誉教授   的場 恒孝 
 
 山田信也先生のご逝去の報を知り、驚き、在
りし日のさまざまなことが脳裏を駆け巡りま
した。 
 先生との出会いとその後の交流を顧みます
と、先生と初めてお会いしたのは、大分県の湯
布院厚生年金病院で開催された「日ソ振動病ゼ
ミナール」でした。1974 年の早春、由布盆地
はまだ寒い時期でした。私が振動病の治療に取
り組み始めて数ヶ月経ったころで、私にとって
振動病との長い旅路の始まりでした。その会に
は振動病研究の先進国であるソ連（当時）の研
究者が数人参加して、振動病の予防と治療法の
確立に関しての討議がもたれました。日本とソ
連の取り組みは共通点が多く、現在の路線を進
めていくことに自信を持ちました。その後、北
海道の国有林の作業現場を視察する際も先生
と一緒で、私にとって初めての現場視察で珍し
いことばかりでした。 

山田先生と一緒に仕事をしたのは、その後の
数々の振動病に関する国内外の学会や研究会、
委員会でした。とくに林野庁の「林業労働障害
対策研究委員会」では、74 年秋の発足以来の
委員として長年にわたってご一緒しました。審
議では先生は的確な意見を述べられておられ
ました。 
 92 年秋、中国の済寧医学院に招かれて山田
先生と一緒に１週間の旅をしました。医学生へ
の講義や職業病学会での招待講演をしました。
会場の皆さんは熱心に聴いてくださったこと
が思い出されます。 
北京から南へ済寧までの夜行列車での移動

の旅は、熊本大学に留学されていた王林教授の
案内でした。その機会に孔子廟がある曲阜、泰
山を見物し、北京郊外にある万里長城・八達嶺
や明十三陵などを訪れました。印象的だったこ
とは、公共建物の規模が大きく、道路の幅が広

子どもたちと記念撮影 
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いことなどで、車窓から見る中国は広大な大陸
であることを実感しました。また、農地を耕作
するのに鋤を牛馬ではなく、２人の農夫が引い
ている風景は印象的でした。貧富の差を垣間見
る思いでした。また、会う人々は権利意識が強
く、それは生き抜くための知恵かも知れないと
思いました。 

93年初冬に山田先生が主宰された「名古屋国
際シンポジウム」では、企画の段階から参加し、
榊原さんと３人で協議を重ねました。シンポジ
ウムは成功裏に全うすることができました。こ
のシンポジウムは、83 年に開催された「ロン
ドン・シンポジウム」が、手腕振動ストレスが
中枢性自律神経系に影響しているか否かとい
う大きな問題点を主題にしていました。従来の
説では手指に発症するレイノー現象を主徴と
する手腕系のみの症状であるとするもので、
“白指病”あるいは “白蝋病”と呼称されていま
した。この名称は振動病を最初に発表したのが
欧州人で、手指のレイノー現象を主徴とすると
していました。手指のレイノー現象が欧米人に
発症しやすいことに起因しているようです。そ
れを受けて 89 年に私が主宰した「久留米大学
シンポジウム」において、「振動ストレスと自
律神経系」を主題に取り上げて、全身病である
ことを強く提唱したことに続く「名古屋シンポ
ジウム」でした。 
 名古屋シンポジウムでのテーマは「手腕振動
に対する人体反応」を主題に企画進行されまし
た。臨床像、自律神経系の反応、予防の３パー
トについて、豊富なデータが発表されました。

いわゆる“全身説”と“局所説”との対立に対す
る一つの解答を出そうとしたのでした。この会
に招かれていたのは国内外の研究者で、各々の
知見を出しての議論が続きました。白熱した議
論のあとは和やかに対話が弾みました。 
 シンポジウム後の懇親ツアーでは岐阜県の
高山への１泊ツアーがありました。凛と身が引
き締まるような初冬の冷たい空気を浴びて、遠
くに眺める北アルプスは雪をかぶった峰々が
連なり、素晴らしい景色を堪能することができ
ました。また版画を彫ったりして、参加者は楽
しいひと時を過ごすことができました。後日、
会議記録は名古屋大学の Nagoya Journal of 
Medical Science 誌のサプリメント(Vol.57, 
1994)として上梓されました。 
 山田先生との出会いを省みれば、先生の人柄
は温厚の一言に尽きるでしょう。太い黒縁の丸
メガネの奥の目には意思の強さがマグマのよ
うに潜んでいました。コツコツと取り組んでこ
られた産業衛生学や公衆衛生学への研究姿勢
とその成果の源であったことを示していまし
た。言葉を交わすと、にっこりと微笑む様は温
厚な人柄を示していました。また、研究会で配
布されたレジュメに見る丸っこい文字は、暖か
い人柄を演出していました。こんなに長い年月
の付き合いになろうとは思ってもいませんで
した。今でも先生の温厚な笑顔が脳裏に浮かび
ます。 
今や先生は、天空の旅をされていることでし

ょう。ご冥福をお祈りいたします。 
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山田先生 惜別の辞 
 

 
 

熊本大学 名誉教授   二塚 信 
 
 私のライフワークは振動障害の研究である。
この研究のきっかけは山田先生との出会いで
ある。１９６５年 3 月、佐久総合病院のインタ
ーンを終えて帰熊の途中、かつて名古屋大学の
助教授を務められた、恩師野村茂教授のご紹介
で、母校熊大公衆衛生学教室に入局することは
決めていたものの、研究の具体的なイメージが
つかないまま、山田先生とお会いすることにな
った。当時、山田先生は、木曾御岳山麓の国有
林で振動障害（白蝋病）の研究に着手され、
NHK「現代の映像―白蝋の指」として、注目を
浴びていた。先生はその仕事を詳しくご説明に
なり、九州の国有林でもぜひ取り上げてみませ
んかとおすすめいただいた。４月に大学院生に
なると同時に九州営林局から振動障害の研究
委託があり、教室の助教授高松 誠先生、臨床
は神経内科の水俣病で有名な徳臣晴比古教授
の体制で早速研究が開始された。私の大学院の
研究テーマになり、未開拓の林業労働衛生、急
速に普及していたチェーンソーによる振動障
害に取り組むことになった。早速、山田先生の
臨場感あふれるレポートを参考に、南九州の広
範な国有林のフィールド調査と、工学部での振
動伝達実験，神経内科に患者さんを入院してい
ただく臨床研究の３本柱の研究に熱中した。こ
の年の秋の公衆衛生学会では「九州における振
動障害」を第１報として報告できた。この時、
ひときわ熱心に討論してくださったのは北海
道大学の渡部真也先生であった。翌年には、産
業衛生学会に振動障害研究会が発足し、先駆者
であった労働科学研究所の三浦豊彦先生が会
長としてリードされた。そこで、山田先生を中
心に国有林の共同調査が実施され、東大から出

された“心因説”などを、実証的に論破し、人事
院でも公式に職業起因性疾病と認定された。次
に直面したのは、その病態が四肢に限局すると
する説とその背景に神経・内分泌系の存在を主
張する私どもとのし烈な論争で、これは国際的
にも大論争の的になった。山田先生は一貫して、
現場のデータと臨床との共同研究により私ど
もの先頭に立たれた。この間、外国との交流は
盛んで、山田先生とご一緒したのは、予防や医
療で進んだ経験を持つ旧ソ連の広大な森林や、
研究所、サナトリウムの２週間の訪問旅行を、
ナホトカまでの船旅とシベリア鉄道をはじめ、
最後はドイツのボンでの国際振動会議で、市役
所前広場の野外バーでビールを傾けながら、山
田先生の退官記念国際シンポの企画を練り上
げ、会議後にはケルンの大聖堂の鐘楼までご一
緒したことなど。山田先生は、留学の経験を持
たれないこともあって、英語が堪能とは言えな
かったが、持ち前の人懐こさと胆力で、外国の
研究者の懐にもよく入られていた。上記の振動
障害研究会の会長は、山田先生から私にバトン
タッチされ、私は山田先生門下の山口大学原田
規章教授に手渡すことができた。これらの振動
障害研究会の成果は、私の退官にあたって、労
研叢書の一環として、山田信也、二塚信共編の
「手腕振動障害―予防から職場復帰までー」と
して刊行することができた。山田先生は、晩年
には振動障害患者のリハビリ・社会復帰につよ
い関心を持たれていた。山田先生は絵を描くこ
とがお好きで、一度阿蘇を描きに来られ、我が
家に立ち寄られることもあった。私が山田先生
と最後にお会いしたのは、４年前、名古屋で日
本老年医学会（現在高齢社会に関するNPO を
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立ち上げている）に出席した折、山田先生ご夫
妻からおもてなしを受けた折である。その際も、
大変お元気で、学会の在り方などを承ったのが
胸に刻まれている。先生は旧制高校のご出身ら

しく、ある意味，豪気かつ前向きで、いかなる
「権威」にも忖度することがなく、率直であら
れた。 
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山田信也先生の思い出 
 

 
 

名古屋大学 名誉教授   竹内 康浩 
 
 私は 1964 年 4月名古屋大学衛生学教室の
大学院に前田勝義君と一緒に入学した。入学
にあたっては山田信也先生（当時講師）と松
下俊夫先生（当時助手）に相談して、臨床医
学ではなく衛生学を専攻することにした。私
の同級生 80 名の中では生化学専攻 3 名、病
理学専攻 4 名、細菌学 1名、衛生学 2名が大
学院に入学し、基礎医学専攻者が 10 名と多
い学年であった。衛生学教室では前田勝義君
は山田信也講師に、竹内は松下敏夫助手に主
に研究指導を受けることになった。私は松下
先生から、職場の調査や実験研究などで研究
者なるための基本的な指導を受けた。山田先
生は内外の活動にも忙しく、研究面では山林
労働者のチェンソウの使用による振動障害い
わゆる「白蝋病」の研究に打ち込んでおら
れ、外の現場で調査研究が多く、大学の民主
化でも重責を果たしておられ、山田信也先生
から研究面での直接指導を受けることは少な
かった。そのために、労働衛生の基礎的な研
究指導は主として松下敏夫助手と鈴木秀吉助
手から受けることになった。衛生学教室のみ
でなく、多くの基礎教室では大学院満了時に
助手のポストがない人が多く、外国へ留学、
臨床への移動、他大学への赴任等で、不安定
な状態であった。衛生学教室でも前田先生と
私は大学院を満了しても衛生学教室にはポス
トがなく、4月から副手として衛生学に籍を
置いていたが、給料はなく不安定な身分であ
った。しかし、名古屋大学医学部では教授会
の英断で、他の基礎教室の空席ポストを借り
て、プール助手制度がつくられ、7 月から 2
名ともに助手にしてもらい、しばらくは安定

して研究ができるようになった。山田講師は
研究や教育で実績のある方であったが、事情
があって、助教授に昇格することや他大学へ
教授として赴任することが困難であった。教
員の定数は 4名しかなく、間もなく松下助手
は熊本大へ講師（翌年、助教授）として赴任
した。松下先生には職場調査や血液検査など
の手ほどきを受けた。鈴木助手は福島医大へ
助教授として赴任した。鈴木先生からは電氣
生理学などの指導を受けた。両先生にはまだ
指導を受けたかったが、事情が許さず、赴任
されてそれぞれ苦労をされた。前田先生とは
有機溶剤の暴露装置作成に一緒に努力した
が、途中でキーパンチャーの健康障害に取り
組むようになられ、久留米医大に助教授とし
て赴任され、スイスへ留学された。私も留学
するか、他大学へ赴任するか、進路に悩んで
いたが、山田信也先生が予期せず名大医学部
公衆衛生学の教授に選出され、赴任されるこ
とになった。医学部内では他教室から教授が
選出されることは異例のことであった。その
ために、名大衛生学教室の助教授席が空席に
なり、予期せずに私が助教授に選出されるこ
とになった。山田信也教授は労働衛生の分野
では内外で高名な方で、労働衛生の研究を目
指した優秀な榊原先生と宮尾先生が公衆衛生
学教室に入局され、私は衛生学教室の助教授
としては寂しい思いをしました。公衆衛生学
教室には医学史の研究で有名な神谷昭典先生
や大気汚染や新幹線の騒音・振動など公害問
題の研究に取り組んでいた中川武夫先生など
が活躍しており、公衆衛生学教室内で公衆衛
生と労働衛生の両面での発展が期待された。
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しかし、前途洋々とみられた公衆衛生学教室
内で、運営上の行き違いからか、不協和音が
聞こえるようになり、山田教授も一時落ち込
んでいた。研究を発展させる上では、社会の
要請と研究者の志向がマッチすることが大切
であるが、特に社会医学では社会の要請の変
化が特に著しく、それへの研究をマッチさせ

ることは、研究者の思考や力量の違いもあ
り、かなり困難である。山田信也先生は真摯
に研究課題の取り組みや後輩の育成に悩まれ
たことと推察されます。 
先生の背中から大切なことを学んだ後輩と
して、先生の生前のご活躍に敬意を表すると
共に、先生のご冥福をお祈り致します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思い出の写真（山田先生とご一緒の写真は意外と少なく、大学院入学の年に
久留米の産業医学会出席時の写真です） 

左から 竹内康浩大学院生、鈴木秀吉助手、山田信也講師 

 

1964 年 4 月 6 日第３７回日本産業医学会（久留米） 
後列左から 鈴木秀吉助手、山田信也講師、野見山一生氏、松下敏夫助手、森下研究生 

前列左から 宮垣仁実研究生、井上俊教授、右端が竹内康浩大学院生 
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山田信也先生を偲んで 
 

 
 

久留米大学医学部 教授（環境医学講座）   石竹 達也 
 

山田信也先生と初めてお会いしたのは、私が
大学院生のときに参加した第 62 回日本産業衛
生学会（1989 年：青森）の振動のセッション
でした。教室の事情のため私 1人で参加した初
めての学会発表で、大変緊張していたのを覚え
ています。その際に 2 人の重鎮の研究者から質
問がありました。質問の詳細は忘れてしまいま
したが、O 先生からは、研究方法を厳しく批判
され、これではだめだと断定され、適切な応答
ができませんでした。次に質問されたのが山田
先生で、研究結果の解釈についての質問の後に
「あなたが取り組んでいるのは貴重な研究テ
ーマであるので、今後も頑張ってください」と
のコメントをいただき、大変感激したのを覚え
ています。今の学会発表風景とは異なり、当時
はそれぞれ発表について多くの厳しい質問が
なされるなど質疑応答が活発でした。このよう
な経験があったので、山田先生に対する私の印
象は、心優しい研究者で上品なおじいさんとい

ったものでした。同時に頭に浮かんだのは、鉄
腕アトムのお茶の水博士でした。それ以降、日
本産業衛生学会や振動障害研究会では、所属が
異なるにもかかわらず、若手研究者を育てると
いう思いだったからでしょうか、気軽にお声を
かけていただきました。先生から研究に取り組
む姿勢や学問の楽しさについて多くのことを
学ことができました。 
私が所属した教室の的場恒孝教授のご紹介

で、世界の振動障害研究の大家であったイギリ
スのマイク・グリフィン教授の研究室（英国サ
ウサンプトン大学振動騒音研究所）に留学する
機会（1992-1993年）を得ました。すでに英国
では人体の振動に対する研究会(UK meeting)
が定期的に開催され、医学や工学の専門家が研
究成果を発表して共有する場となっていまし
た。1992 年開催の UK meeting に山田先生も
奥様と一緒に参加されました。当時のグリフィ
ン教授の研究室には、私以外に 2 名の日本人

奥様と一緒に会議に参加された山田先生とパブでの歓談風景 
中央男性が前田節雄氏、右端男性が北崎智之氏 
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（日産自動車の北崎智之氏、ブリヂストンの江
部一成氏）が在籍していました。私の前に滞在
していた近畿大学の前田節雄氏は、日本に帰国
後も積極的にこのUK meetingに参加されてい
ました。 
 

UK meeting に参加された山田先生は、この
ような会を是非日本でも開催したらどうかと
いうことで、グリンフィン教授と積極的に共同
研究を進めてあった前田節雄氏（前出）が中心
になって、1993 年から日本人体振動研究会が
スタートしました。この会は、UK meetingと
同様に医学、工学やそれ以外の関連する分野か
らの幅広い参加を主旨として活動が始まり、そ
の後も継続されています。 

2005 年から産業医科大学が JICA から委託
を受けて、外国の産業保健従事者を対象に、「職
業環境保健集団研修コース」を企画し、その中
の日本の職業性疾患（振動病）の講義を担当す
る機会がありました。我が国の振動障害の歴史
を伝えたいということで、毎回講義の冒頭に、
NHK のドキュメンタリー番組『白ろうの指
（1965 年 3月放送）』のビデオを研修生に供覧
していました。そのビデオの冒頭部分には、長
年にわたって木を切る仕事をしてきた林業の

方々に原因不明の病気が続発している地域で、
手指がロウソクのように白くなったりする労
働者の姿が映し出され、担当者が原因不明の症
状について、遠く名古屋大学の医師を訪ね診察
を受ける場面がありました。そこに登場する医
師こそまだ若き日の山田先生でした。このドキ
ュメンター番組の放送により、林業労働者の
「白ろう病」の多発問題が国会でも議論され社
会の注目となり、その結果として調査研究が進
み，振動障害の報告例が増加しました。その後
1970 年代に、振動工具取扱者の特殊健康診断
が制度化されるとともに、振動工具の改善も進
みました。さらに振動障害の診断・治療、作業
の衛生基準を含む予防対策など体系的な枠組
みが確立されたことで、1980 年以降の新規振
動障害の報告件数は急激に減少しました。この
ような我が国の振動障害の起点となるこの映
像は、外国の研修生にとっても大変興味のある
ものでした。 
グリフィン教授は同じ振動研究の先達とし

て、山田信也先生のことを心より尊敬されてい
ました。また、山田先生も工学的立場から体系
的・網羅的に生体の振動研究に邁進するグリフ
ィン教授を尊敬の念をもって接し、少しの時間
を惜しんで振動研究の発展のための議論を実

原田規章先生（当時山口大学教授）が山口で主催された第 71 回日本公衆衛生学会
（2012 年）時の振動障害研究会に合わせて訪日されたグリフィン教授とのツーショット 
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に楽しそうにされていたお二人の姿を忘れる
ことができません。残念ながらグリフィン教授
も 2019.8.17 にご逝去されました。 
 
これまで日本産業衛生学会の振動関連のセ

ッションや振動障害研究会などで山田先生と
お会いできるのが学会や研究会参加の大きな
楽しみとなっていました。そこでは、いつもニ
コニコと優しく笑いかけていただき、やさしく
「がんばんなさい」と励ましていただきました。
最近は学会や研究会でもなかなかお会いする
ことができなくなり、少し身体も弱られている

と伺っていたので心配していました。山田先生
は我が国の振動研究の草分け的存在であり、振
動障害研究会の設立から研究会を牽引し、振動
工具の改善を含めて衛生管理体制の構築に中
心的な役割を果たされるなど、振動障害対策に
大きな貢献をされました。 
 
山田信也先生のご逝去の報に接し、心から

哀悼の意を捧げます。在りし日のお姿を偲び
つつ、ご冥福をお祈りいたします。ありがと
うございました。 

  

グリフィン氏夫妻を囲んで会食（2012.10.26） 
後列 石井良明氏、西山勝夫先生、坂本龍雄先生、Mahbub 先生、榊原久孝先生、石竹達也、河野芳直氏 
前列 原田規章先生、グリフィン教授、山田信也先生、グリフィン夫人（森岡みゆき）、樋端規邦先生 
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社会医学との出会いと山田信也先生 
 

 
東京理科大学薬学部薬学科 教授（環境労働衛生学分野） 
元名古屋大学大学院医学系研究科 准教授（環境労働衛生学分野）   市原 学 

 
私が高校２年の頃、兄の市原周から、「社会

医学という分野が医学部にはある。」という話
を聞いた。数学、物理、政治経済/倫理社会に
強い関心をもち、進路を迷っていた私は「社会
医学」という言葉に惹きつけられた。私はその
後、名古屋大学医学進学課程に入学した。私は
入学後のガイダンスに出席し、山田信也先生が
医学部教育委員長であることを知った。ある日、
北部生協２階の喫茶店に山田先生がはいって
きたのを見つけた。私は、山田先生の前に行き、
「社会医学を研究するためには何を学んだら
よいでしょうか？」と質問した。山田先生は、
いくつかのことを話したあと、「ここまでの話
は教育委員長としての話です。ここからは私の
個人的な意見ですが、科学方法論を学びなさい。
最近、どういう本がでているか知りませんが、
私たちのころは武谷三男などを読みました。」
山田先生のこの言葉を私は鮮明に覚えている。
その後、社会医学を研究するために、自然科学
を通じて科学方法論を理解しなければならな
い、と考えるようになった。このことが後に細
菌学教室で当時医学部に新しく入ってきた分
子生物学技術を用いた実験研究を行うことに
つながった。 
医学部進学後、山田先生から聞いた話で印象

深かったのは、１）ポツダム会談で日本の戦後
改革に対する米国とソ連の意見の違いが現れ

た。第二次世界大戦後の日本の労働法は、米国
とソ連の間をとって英国の労働法をモデルと
して作られた。２）労働契約は私的契約である
ために、第三者が介入することが基本的にはで
きない。そのことが労働衛生を困難なものにし
ている。３）（振動病研究を例にとり）境界的
なところから調べていくのではなく、明確な影
響が出ているところから調べ、そこから境界的
なところへ外挿していくのが科学的なアプロ
ーチである。という言葉である。 
社会医学実習では山田先生が指導するグル

ープに入った。そのグループでは学生の話し合
いの結果、各個人が好きなテーマについて研究
することになり、私は精神衛生（メンタルヘル
ス）を研究テーマとした。伝え聞いたところで
は、当時、山田先生は私のことを話題にし「社
会医学なのに精神医学を取り上げていて面白
い。」と言っていたということだった。 
医学部卒業後、私は大学院生として衛生学教

室に入った。かつて山田先生が使っていたとい
う衛生学教室図書室の東側奥にある部屋を使
わせてもらうことになった。衛生学の研究をし
ていく中で山田信也先生の数々の言葉が節目
節目で思い出されていたこと、また山田信也先
生が衛生学者のモデルとして私の頭の中でイ
メージされていたことに気づく。 
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山田信也先生のこと 
 

 
助産学教育者（名古屋大学医療技術短期大学部・ 
名古屋市立大学看護学部助産学教育）  小木曽 みよ子 

 
大学医学部の研究室のあり方、衛生学という

学問が、何をどうする学問か知りませんでした。
今も充分わかっているわけではありませんが。 
山田先生は、「山で木を切る人達が電動のこ

ぎりの振動を体に受けて病気になっているこ
と」を研究している人として知りました。 
研究方法や研究費のことなど何も知らなか
ったのに、山村出身者だからか、有難くうれし
く思い、とても尊敬できる人となりました。 
一門に加えていただいた頃からだったか、仕

事のことや学会発表のレポートのことなどの
ため公衆衛生学教室の医局に助産婦数人を集
め、わいわい・がやがやと度々させていただい
たので、夕方遅くまで研究をしていて、休憩し
お茶を飲みにみえた先生方に入室を遠慮させ

てしまったりしましたのに、何の苦情も言わず
に許していただけたことには、今更ながら感謝
しています。 
先生の最終講義は医学部の階段教室でした。

難しい内容をわかり易く講義してくださった
と思います。学者ぶらずに、かざらない態度で、
先生を本当の教育者であり学者なんだと心か
ら感じた時間・日でありました。 
何年前だったか忘れましたが、リラックスし

た会で近況をお話しされた時、最近購入された
という補聴器の性能が良くなってきていて音
楽の微妙な音域もとらえられるようになった
と楽しく紹介して下さったことが、最後の思い
出になっています。 
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山田信也先生を偲んで 
 

 
学校法人藤田学園 学園長 
元名古屋大学医学部 助教授（衛生学講座）  小野 雄一郎 

 
私は学生時代に社会医学実習で山田信也先

生の振動障害の調査を選択した経緯などもあ
って社会医学に関心を抱き、1976 年（昭和 51
年）に名古屋大学の大学院（衛生学）に入学し
ました。当時、山田先生は衛生学講座の助教授
であり、同教室には井上俊教授の他、竹内康浩、
松本忠雄、田中豊穂、久永直見、原田規章の諸
先生が在籍しておられました。また、初代の鯉
沼茆吾教授と 2 代目の井上教授の時代に渡る
同門には、奥谷博俊（名古屋市立大学）、野村
茂（熊本大学）、松下敏夫（鹿児島大学）、鈴木
秀吉（福島県立医科大学）、前田勝義（久留米
大学）、小久保幸雄（愛知県衛生部（当時））、
出原氾（中部電力）、柏木正雄・入谷辰男（ト
ヨタ自動車）、鈴村満（東亜合成化学（当時））
の諸先生を含む錚々たる先輩方が名を連ね、全
国の大学や企業、行政等の様々な場で重要な役
割を果たしておられました。 
そのような伝統ある教室で 1956 年（昭和 31

年）から研究を開始されていた山田先生は、振
動障害をはじめ高度成長期に顕在化した職業
病に関する 20年間に渡る膨大な研究実績を積
み上げておられました。特に、産業衛生学会で
は職業要因の解明に基づく実践的な予防対策
を進めた開拓者として、山田先生は渡部真也先
生（北海道大学、後に滋賀医科大学）や原一郎
先生（大阪府立公衆衛生研究所、後に関西医科
大学）らとともに高い評価を得ておられました。 
また、同教室には、自由闊達な学問的議論の

気風が漲っており、その学風の確立に山田先生
の貢献が大であったと、同教室の先生方から伺
いました。加えて、井上教授の寛大さもあって、
オープンな環境の中で研究を開始できた私は

実に幸運でありました。また、山田先生が 1962
年（昭和 37 年）に開始した労働衛生相談活動
により、様々な化学物質による皮膚炎、有機溶
剤中毒、振動障害、頸肩腕障害などの課題が掘
り起こされた結果、産業現場に根差す研究に取
り組む大学教室としての豊かな歴史が形成さ
れて来ていました。 

 
山田先生は後年、衛生学教室五十年誌に「私

の社会医学修行」と題して寄稿し、労働衛生相
談活動の意義深さについて、「労働者の人生歴
をいろいろと聞いているうちに、私は、社会の
歩みがこれ程までに、一人一人の人生に深く影
響を投げかけているのかと感じ、人生史の研究
の重要性を悟ったことも大きな収穫でした」と
述懐しています。また、その最終章では、「冷
静な自然科学者の目、暖かい人間の心、自然と
共に生きる人間の知恵をもって、労働する人と
その労働を見つめる学問に私はたまらない魅
力を感じます。」との記載があり、働く人々へ
の深い共感や労働衛生学に懸ける先生の想い
が伝わって来ます。 
 先生は、中心的研究課題であった振動障害に
ついて実証的な根拠に基づく早期診断法や作
業時間規制、機械の評価改良などの予防策を含
む学問体系を構築されました。また、その過程
では、衛生学・公衆衛生学の研究者だけでなく、
労働者、学生、多分野の専門家、行政関係者等
をも巻き込みながら、学際的研究、人材育成、
対策の普及などを総合的に進め、社会医学の研
究者として、後進の模範となる取り組みを実践
されました。 
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1977 年（昭和 52 年）5 月、山田先生は公衆
衛生学講座の教授に昇任され、当時の基礎棟 1
階の衛生学から 4階へと移られました。伝聞で
は、教授選考過程において山田先生の林業労働
者の振動障害に関する多面的かつ総合的な調
査や予防対策、本邦初のノルマルヘキサンによ
る症例報告等の研究成果が選考委員や教授会
の先生方から高く評価され、その結果としての
人選であったとのことでした。名古屋大学医学
部の先生方の教授選考に対する公正な姿勢に
心打たれたことを私は今も記憶しております。 
  
山田先生の教授就任後、公衆衛生学教室に

は、以前からおられた重鎮・中堅の諸先生や大
学院生の小林章雄先生に加え、金田誠一、宮尾
克、榊原久孝、尾関俊紀、近藤高明らの諸先生
が次々と大学院に入学し、大変活気に満ちた状
況となりました。世代の近いこれらの人達のに
ぎやかな雰囲気に惹かれ、私もしばしば同講座
に顔を出すようになり、楽しい時を過ごしたこ
とを思い出します。 
 先生の異動の結果、直弟子となる機会を私は
逸することとなりましたが、幸いなことに公衆
衛生学講座に伺った際に、時折は先生ともお話
をさせて頂くことができました。先生はいつも
温和な口調で対話を進められながらも、話が佳
境に入ると、時には熱意のあまり机を叩いて語
られることもありました。また、刻々と変化す
る社会や学問の動向等について、その歴史的な
意味や背景などを掘り下げて解析することの
大事さを常に説かれました。先生からは、「人
間の社会は紆余曲折がありつつも長い目で見
れば着実に前進してきている」との強い確信が
聴く者に伝わってきました。おそらくは、戦後
の高度成長初期の過酷な労働現場への対処を
起点に、一貫して人々の労働や社会を見つめて
来られた先生ゆえの、深い感慨に裏付けられた
お話であったことと私は推測しております。 

山田先生は教授在任中の一時期、講座の運営
に相当悩んでおられ、古巣の衛生学講座の教員
も含め、周囲が心配する状況がしばらく続きま
した。しかし、時を経て先生と話す機会が生じ
た際に、千種区のご自宅から大学までの長距離
徒歩通勤の状況などを先生が楽しそうに語ら
れる姿を拝見し、内心やや安堵したことを私は
覚えております。 
先生は、公衆衛生学の教授としてご苦労され

つつも、教室の諸先生との協力により高齢者や
地域保健、小児保健、VDT に関する健康影響
や保健、振動障害の病像や診断等に関する解明
や国際的なコンセンサスの形成など、多くの学
問的業績を残されました。また、大学人として、
長期にわたり大学の民主的な改革や運営に重
要な役割を果たされました。 

1993 年の夏から翌年末にかけて私は
Sweden に留学しました。滞在中の 94 年春、
振動障害の国際シンポジウムが同国で開催さ
れ、山田先生は榊原先生を含む日本の研究者と
参加されました。残念ながら、そのシンポジウ
ムに私は出席しておりませんが、山田先生と
Swedenの研究者との間で白熱した議論が交わ
された様子が、後に同国の複数の研究者を介し
て私にも伝わってきました。すでに同年 3 月に
名古屋大学を定年退官された先生が、引き続き
日本の振動病研究を精力的に牽引しておられ
ることを知り、私は驚くとともに少なからず感
銘を受けました。 

 
ご逝去に際して思い起すにつけても、先生は、

社会医学者および大学人としての輝かしいご
功績だけでなく、教職員や研究者、学生、労働
者を含む多くの人々に大きな影響を残された
偉人でありました。 
山田信也先生に感謝し、ご冥福をお祈り申し上
げます。 
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山田先生と衛生学教室関係者による中国からの劉世傑教授と王黎華教授の歓迎会（1987 年） 
後列左より入谷辰男先生、久永直見先生、吉野貞尚先生、小野雄一郎、竹内康浩先生、柴田英治先生 

前列左より山田信也先生、劉世傑先生、王黎華先生、黄健先生 
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お世話になりました 
                                 
 
 

名古屋市保健所北保健センター   金田 誠一 
 
おぼろげな記憶をたどりながら書いていま

すので、私の思い込みによる間違いがあればお
許しください。学生時代から公衆衛生学教室に
出入りしていた私が大学院受験を決めた頃は、
水野宏教授の後任人事の選考が行われていた
と記憶しています。噂では K 先生が有力との
ことでしたが、結果は先生をお迎えすることに
なりました。これまでの教室の研究に加えて先
生がなされてきた研究も続けられるというこ
とで、ご苦労が大変ではなかったかと推察して
います。 
私は、1 年目は臨床研修に専念しましたが、

1 年間続けることを快諾していただいたこと
に感謝していました。しかし、続ける中で「こ
のまま臨床をという気持ち」に傾き、先生にご
相談した時のことを今も覚えています。教授室
で、なんとビールをご用意されていて、ご馳走
になりました。私のために用意していただいた
という感激からか、ビールの味につられてか、
私は大学院生を続けることになりました。 
当時の一番の思い出は、振動障害の健診で営

林署めぐりをしたことです。夕食後、酒もたば
こもたしなまれない先生を宿舎に残して、夜の
街に出歩きました。自称出稼ぎ労働者の私たち、
1 年ぶりに訪れたスナックで、昨年居合わせた
客が今年はマスターになっていました。ちょう
ど今、社会医学系指導医の単位かせぎで、職業・
災害医学会学術大会の視聴をする機会にめぐ

まれ、全国の労災病院が振動障害の健診を続け
ていることを知りました。製造中止になった古
い年代物の健診機器を大切に使いながら苦労
されているとのこと、今も５℃で冷却負荷試験
を行っているところがあるそうです。冷水に氷
を加えながら被験者に手をつけていただいた
当時を思い出しながら、視聴しました。 
私の卒業論文は、「近年名古屋市の死亡指標

についての研究－中年期（35－54 才）死亡率
を中心にして－」です。名古屋で開催された当
時の社会医学研究会において、「大都市地域に
おける中年期死亡の検討」をメインテーマとし
て取り上げたものの一部でした。死亡という指
標による限られた分析ですが、大都市地域の中
の健康格差の存在を示唆する検討であったと
思っています。 
その延長線上になるのかなとの思いで、名古

屋市衛生研究所に転出しました。実は、当初は
衛生研究所に職員定数上の私のポストがなく、
「どこの定数を流用しているのか？」としつこ
く質問している部長がいたことを思い出しま
す。この件は、2 年後に公衆衛生情報担当主査
が新設されて私が就いたことで、落ち着きまし
た。以降は、過日の同門会の席で話させていた
だいたとおり、平成元年の「食中毒事例の中で
のコレラ集団感染事件」をきっかけに、ずっと
役人生活を続けることになりました。 
お世話になり、ありがとうございました。 
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山田信也先生の死を悼む 

 
 
 

かゆかわクリニック   粥川 裕平 
 

11997700年年代代とといいうう時時代代  

1969 年に名古屋大学に入学した時、学園紛
争が吹き荒れており安保反対運動、大学民主化
運動に巻き込まれた。当時の日本は自殺率こそ
西欧よりも低かったものの急速な経済復興を
遂げる反面、工場等が排出する煤煙、汚水等に
よる公害による健康被害は甚大となっていた。
（1970 年当時、学費は月千円、三畳一間の小さな下宿で、お風呂は銭湯、

便所は共同、学食はうどんかカレー、夕食もサッポロラーメン 35 円、トイ

レットペーパーにも事欠く程の貧しい時代だった。貧窮に耐えながら若者

達は日本科学者会議、新日本医師協会など既成の組織に囚われない基礎か

ら社会医学、臨床の青年医師達と共に希望に燃えていた。労働現場では生

産性・合理化優先の陰で、環境破壊と雇用格差、消費や資源の限界から立

ち現れた社会のひがみや歪みなど、今に続く問題点が噴出する中、若者達

は純真か無謀か良くわからないけれども抵抗をしていた。） 

1973 年のオイルショック、1989 年のベルリ

ンの壁崩壊で不況不安と社会主義への幻滅と

いうパラダイムシフトが生じ、1991 年のバブ

ル崩壊以後の厳しい雇用環境の中で若者の未

来が閉ざされた時代を迎え、長時間過重労働と

ハラスメントによる過労死・過労自殺が激増し

過労死防止法、ハラスメント防止法が制定•施

行された程である。    

 

山山田田信信也也先先生生ととのの出出会会いい  

山田先生のご出身は岐阜で同郷（といっても私は飛

騨の山間僻地育ち、山田先生は岐阜市の都会育ちだった）ということ

もあり、親近感を抱いて先生にお会いすると穏

やかなお人柄に接することが出来た。山田信也

先生は材木商のお家で双生児として誕生され

た（双子の片割れは名大法学部教授の山田公平氏で数回お会いした）。 

林業労働者の振動病には贖罪的な思いもあっ

たのかも知れない。山田信也先生はロイド眼鏡

をかけてレトロな雰囲気を漂わせ医師で漫画

家の手塚治虫を彷彿とさせていた。 

当時の鶴舞キャンパスは草臥れ果てていて、

木造の渡り廊下、古い病棟、煉瓦造りの看護学

校などが残存していた。基礎棟の一階の端に衛

生学教室があった。その図書室は落ちこぼれ学

生のたまり場になっていた。エコロジーや中毒

学の書も読ませて頂いた。産業医学の父•ラマ

ツイーニのことも教わった。 

この国で白蝋病と言えば山田信也という程、

国際的にもその業績は知れ渡っていた。山田信

也氏の凄いところは、振動による神経障害、循

環障害などについて各分野の臨床医を巻き込

んで学際的研究を展開されたことだ。高城晋先

生（故人、昭和 32 年卒、神経内科学、城西病院長で現役を定年された）

は、「山田信也さんの白蝋病に取り組ませても

らって『内科学大系』にも執筆出来た」と喜ん

でおられた。こうした臨床を巻き込む学際的な

展開を最近の社会医学者はしておられるのだ

ろうか？  

大大学学民民主主化化とと国国立立大大学学法法人人化化  

入学して間もなく、小児科教授選考の不正に

端を発する 1967年以来の医学部民主化闘争（イ

ンターン闘争とも連動していた）のリーダーの一人が山田
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信也先生だと知った。「大学の自治＝教授会の

自治」は時代遅れで全構成員自治こそが大学の

自治であるべきとして、名大医学部内規が作ら

れ、五者協議会（学生、院生、医員・研究生の

会、教職員組合）が助教授・教授選考に参画す

るようになった。文科省向けには教授会決定で、

しかし学内では五者協合意を踏まえてという

二重帳簿が存在していた。 

2004 年の国立大学法人化で全構成員自治が
反故にされることに落胆した僕は「国立大学の
法人化によって『民主化』も潰され『元の木阿
弥』ですね」と言うと、山田信也氏は即座に「そ
ういう見方は浅い。大学民主化の中で育った若
者が教授や医学部長や病院長や総長になるこ
と自体が一つの発展ではないかと私は思う」と
返され、溜飲を下げた。多感な思春期を軍国主
義時代で過ごし戦後の民主主義の幕開けを体
現しその後の反動攻勢にも節を曲げなかった
人物ならではの史観がある。（ところで 1970 年を境に「青

春は終焉」したとの言説がある。1973 年のオイルショック以後、青年は工

学部志向から医学部に集中するようになった。日陰の存在だった医学部志

向が増えるのは、国力の低下を象徴している。1985 年の労働者派遣法によ

り労働者の資本への隷属と若者間の分断支配が一層推進された。バブル崩

壊後の「失われた三十年」で非正規雇用の若者が過半数を占める中で過労

死・過労自殺が急増している。情報通信業界ではメンタルヘルスの不調で

休む人が全業種平均の 2.5 倍にもなっている状況にも公衆衛生・労働衛生

の専門家は格別に鋭敏だと思う。医学部偏重も困った世相だが、基礎医学

や社会医学の志望者が減少するのは大きな問題だろう） 

 

公公衆衆衛衛生生学学教教授授選選考考のの最最中中のの一一ココママ  

万年講師と言われても一向に意に介さない

山田先生だったが、公衆衛生学の水野教授の後

任の候補になられた。（反権力で教授を目指しても国家が許さ

ないことがある。教授になって「転向」するのは権力に屈服する小ブルの

典型的な生き様だろう。反権力の学者は並以上の業績がないといけない。

官公庁や大企業でも課長になると非組になり管理監督者にされるが、経営

者ではなく被雇用者に過ぎない。学術会議問題でも示された国家権力が学

術に介入するのは危険だ。ファシズムの「優生保護」•断種の走狗となる学

者がいたことを想起して欲しい）「生化学の八木国夫教授が

『またこんな論文もあるのだね』と、論文を探

し出してくれて教授就任を応援してくれた」と、

望外の出来事のように語っておられた。  

 

愛愛知知「「いいののちちとと健健康康セセンンタターー」」（（いいのの健健））のの開開

設設とと過過労労死死問問題題  

 「働く者のいのちと健康を守るセンター」の
設立時から山田先生は長い間理事長を務めら
れた。少しお手伝いをした縁で「いの健センターニュース」が送られる

ようになりそのニュースの 11月号で 2022年 10月 10日に山田信也先生が

亡くなられたことを初めて知り、久永直見先生に連絡したところ、今回の

執筆依頼に繋がった。1990 年頃だったと思うが「これ
からは労災職業病でも自殺が問題になるから
精神科医の出番だね」と過労死研究会への参加
を要請された。還暦過ぎの山田先生は世代交代
を考えておられたようだ。爾来、過労死弁護団
と共同で過労死防止学会の設立と運営が続い
ている。 
 
私私事事：：11997766 年年 55 月月 33 日日のの結結婚婚式式ののススピピーーチチとと

色色紙紙のの自自筆筆  
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当時流行の会費制結婚式で山田先生には主
賓のスピーチをお願いした。青年医師に対して
力強いエールが贈られた。色紙には力強い筆で
「若い時代を力をつくして生きぬくこと。それ
は人生の支えとなるでしょう」と記されている。
（それから半世紀近く経過したが、懸命に生きた青年期を過ぎて中年期か

らはだらけてしまい凡庸な臨床医になってしまったので今思うと恥ずかし

い。）それは兎も角、山田信也先生は、物静かで
諄々と説く実証を第一とする学者だった。車で
現地に出かける行動派で全林野との労医提携
論は労災職業病予防で大きな展開を見せた。 
 

臨床医からの社会医学者への期待 

先にも述べたように 1970年代は４大公害裁
判で騒然となっていた。国鉄を相手にした新幹
線公害の取り組みが名古屋で展開され社会的
反響も大きかった。健康障害の原因を労働や環
境に求め、その予防をするのが公衆衛生学だ。
五大疾病の一つである精神疾患も包摂される
とすれば、統合失調症はもちろん、自殺予防、
うつ病の発症予防などの課題も忘れないで欲
しい。（臨床医養成が歴史的使命の名古屋大学で、果敢にも社会医学を

専攻する医師が数年に一度誕生した。それは突然変異と言っても良い事件

かも知れない。社会医学者は、わが国の医療保健界では絶滅危惧種とも言

える貴重な人財なのだ。医学生に社会医学の精髄を教えられるのは社会医

学者しかいない。） 

 

さいごに 

山田信也氏は 1930 年のお生まれだ。（1930 年代

と言えば、世界大恐慌の翌年で昭和恐慌、満州事変、五・一五事件、日本が

国際連盟と ILO から脱退、二・二六事件 、日中戦争、国家総動員法、など

ファシズムに蹂躙された暗黒の時代だった。1940 年代は真珠湾攻撃に始ま

り、原爆投下で敗戦し 1952 年まで日本は GHQ の占領下に置かれた。鬼

畜米英から一転して米国を崇めるようになった。1950 年代は「日本の民主

化・非軍事化」に逆行する謀略事件が起きた。山田信也氏は 22 歳の年に大

須事件に巻き込まれた。150 人が起訴され、137 人中 126 人が有罪、うち

99 人に騒乱罪が適用された。そうした激動の中で青年期を過ごされ社会医

学の道を選ばれたことになる） 

時代は人を作り人は時代の影響を受ける。山

田先生は激動の二十世紀を生きぬかれた。真摯

に粘り強く白蝋病に向き合い、労働者の命と健

康を守る医学者としての使命を貫徹された。不

世出の存在だった。山田信也先生との出会がな

ければ精神疾患の原因論に業務起因性という

一視点を持つことはなかったと思う。 

衛生学や公衆衛生学の教室に出入りして多
士済々の社会医学者（神谷昭典、大橋邦和、前田勝義、竹内康

浩、田中豊穂、中川武夫、久永直見、小野雄一郎、金田誠一、宮尾 克、小

林章雄、榊原久孝、近藤高明、柴田英治、市原 学、八谷 寛、それに、途

中から精神科に移籍された大賀 杲、伊藤勝也らの諸先生）と交流で
きた。その繋がりで睡眠時無呼吸症候群や睡眠
覚醒相後退障害の疫学の共同研究も実現した。
（共同研究と云うよりは疫学や推計学の専門家に助けられたと言うのが実

態だ。こうした繋がりで、一般学生向けの「テキスト健康科学」（南江堂 

2005 年）に「心と健康」について分担執筆の機会を与えられた。）今で
も産業医として患者さんを紹介して下さる関
係が続いている。 

 

朧気な記憶で辿った山田信也先生との半世

紀以上の思い出も終結の時が来た。平和と民主

主義と労働者の命と健康を守り続けた巨星＝

山田信也先生のご逝去に際し、心から哀悼の意

を捧げると同時に後継者の皆様の益々のご健

勝を願うものである。師は乗り越えるためにあ

る。 

 

  2022年 12 月 寒い冬の日に 合掌 
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山田先生と双子にまつわるお話 
 

 
 

くま在宅クリニック   熊谷 俊幸 
 
山田先生がお亡くなりになったと聞きまし

た。長生きされたそうでうれしく思います。
先生はとても印象に残る先輩でしたが、実は
私は先生のことをプライベートに詳しく知り
ません。奥さんが私と同じ小児科医だったと
か娘さんがみえたようだぐらいです。 
高校・大学の同級生で親友の久永直見君に

原稿を書かないかと言われた時、そう言えば
山田先生は私と同じ双子だったことを思い出
し、それを話題に何か書いてみようかと考え
ました。 
私たちの学生時代は、デモ活動や集会のは

なやかなりし頃で、名古屋 TV塔の下で、も
う 1人の山田先生を発見しました。文化系の
教官をされてみえたようですが、まさに瓜二
つで、友人に教えてもらわなければわかりま
せんでした。 
話は変わりますが、当時、社会医学実習と

いうものがあって、私は山田先生のライフワ
ークの白蝋病のクラスに参加しました。男女
7、8 人で山田先生と木曽山中の旅館に宿泊
し、森林労働者の皆さんとも交流し、懐かし
い思い出となりました。私が公立病院を定年
退職後、現在、第二の人生で訪問診療を行っ
ているのも、山田先生の現場主義の影響を受

けたのかもしれません。 
社会医学実習に参加したもう 1 人、江夏努

君という、やはり双子の沖縄出身の人がいま
した。弟の力君も医者になり（2人で努力）
お二人ともその後、沖縄で開業されました。
彼はその上に兄と下に妹さんもいてとても社
交的で愛される性格でした。一方、私は兄弟
姉妹のない双子で、2人でいつも孤立した世
界を作り今流行りの言葉でコミュニケーショ
ン障害の傾向だったかもしれません。ちなみ
に私の弟は、文学部から心理学の道に進みま
した。 
私が最後に山田先生とお会いしたのは、医

者になりたての頃で、医学部食堂の中でし
た。当時まだかなりの人見知りだった私は、
先生と軽く会釈しただけで他のテーブルに着
きました。先生は、トレードマークのまん丸
メガネで少し微笑んでみえました。私が挨拶
に来るのを待ってみえたのかもしれません。
私はついに先生のテーブルに行けずじまいで
した。今でも申し訳ないことをしたと悔やま
れます。 
対面でじっくりお話しできずじまいでした

が、山田先生のご冥福をお祈りします。
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基礎棟 1 階・衛生学教室と基礎棟 4階・公衆衛生学教室の 
懐かしい思い出 

 
          

名古屋大学 名誉教授 古池 保雄 
 

私は学生の頃、しばしば基礎棟 4 階の公衆衛
生学教室に伺い、資料印刷などをさせていただ
きました。医師として働くようになってからは、
１階の衛生学教室で実験や統計処理について
教えていただきました。いずれの教室の教室員
でもなく、直接の御指導を受けたわけでではあ
りませんが、お世話になった衛生学教室と公衆
衛生学教室の私自身の思い出を述べ、山田信也
先生と神谷昭典先生への追悼文とさせていた
だきたく存じます。 
 
私が、山田信也先生にお目にかかったのは、

学生時代の医学部民主化運動といわれる最中
に、クラスの教育委員の諸氏が先輩から引き継
いだ「自主講座」を新たに企画した時でした。
ここでは解剖学の杉山鉦一先生、心臓外科の阿
部稔雄先生たちの講義に加え、山田先生は白ろ
う病の講義をしてくださいました。私は、森林
労働者の健康障害と chain sawの関わりに客観
的であるはずの医学研究が全く相反する結果
を示すことに驚き、医学研究の複雑さと同時に
健康を守る上での視点や、よって立つ基盤の重
要性を感じました。 
 神谷昭典先生にお目にかかったのは、学生時
代に医学部名大祭の展示について研究室にお
尋ねした時でした。事情は不詳ですが、神谷先
生の御指導で先輩の齋藤明先生（S44 卒）と
Virchow や高野長英の評伝を読むことになり、
その結果を齋藤先生が大阪で発表されること
になり、私もご一緒させていただきました。ま
た、名大で活躍された先生のお話を伺う企画を
立て、齋藤先生を中心に生理学の久野寧先生を
京都のご自宅にお尋ねもしました。その後も、

神谷先生とは先生の運転で三重大学公衆衛生
学教室へ吉田克己先生をお尋ねしたり、学会帰
りに大阪大学へ中川米造先生をお尋ねしたり
しました。カリキュラム改革で新設された社会
医学ゼミでは神谷ゼミの第一期生となり、日本
の医療についてのゼミレポートを作成し、棚橋
さん他多くの教室の皆さんにお世話になりま
した。 
 
昭和 47 年(1972)3月に卒業し、46 世代では

私一人が名大病院の研修制度を利用すること
になり、最初の研修先に選んだのが検査部脳波
室の第一内科脳波研究班でした。ここには主宰
された高城晋先生や馬淵千之先生他多くの先
生がおみえで、高城先生は白ろう病の解明に臨
床医として活躍され、以前「自主講座」でお話
されたと伺いました。馬淵先生は衛生学教室の
竹内康浩先生と共に慢性有機溶剤中毒が疑わ
れる事態に対して、脳波を用いて精力的に研究
しておられ、私は馬淵先生の外来見学や検査部
脳波室での脳波判読の訓練を始めました。京都
西陣のしみ抜きの現場調査にも参加しました。
寒い京都の冬、締め切った作業場でのしみ抜き
作業では高濃度の溶剤が充満していただろう
ことを理解しました。この時は竹内先生のご案
内だったかもしれません。名大病院研修の途中
で健康障害のため休養した後、昭和 47年 12月
で名大病院研修を終了し、昭和 48 年(1973)  
1 月より安城更生病院に赴任しました。 

 
昭和 50 年（1975）7 月に、今度は医学部第

一内科医局員として戻り、臨床教室の医局員と
しての生活を始めました。この時期の脳波研究
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室には、後藤浩先生が先に赴任され研究生の武
田明夫先生と共に有機溶剤によるてんかん閾
値の変化についての実験研究を継続されてい
ました。家兎を使っての実験で、海馬などから
深部電極で脳波を誘導し、溶剤曝露は衛生学教
室の曝露装置を使わせていただきました。私も
家兎の世話などお手伝いしました。この頃、衛
生学教室の竹内先生、久永直見先生と第一内科
の有志の先生方との職業病研究会が開催され
ており、私も参加しました。その後、私は第一
内科での生活が多くなりましたが、統計処理の
ことでしばしば衛生学教室に伺い、久永先生や
小野雄一郎先生にお教えていただきました。医
局費も払わず、伺ってはお茶などいただいてい
たこの頃には非常識のそしりが免れないと、今
になって反省しております。 
 ある日、神谷先生から「神谷ゼミ」を開きた
いとご連絡をいただき、昼食をごちそうになり
ながら日本近代医学についてのお話を伺いま
した。これが「神谷ゼミ」最後の会合になりま
した。 
 昭和 56~57 年(1981-1982)にかけて、第一内
科神経研究室と衛生学教室との共同研究の歴
史を持つ、四日市の n-Hexane中毒患者さんの
経過調査に第一内科・検査部の飯田光男先生の
指導で出かけました。この時 DISA1500 型と
いう筋電計を検診会場に持ち込み、伝導検査を
実施しました。格段に高性能増幅器ではありま
したが、検診会場では雑音対策に苦労しました。
この会場での神経伝導検査の経験は、後の防疫
作業者の健康調査に役立つことになりました。
昭和 58 年(1983)、飯田先生が鈴鹿病院院長と
して赴任され、その年の 6月に私は飯田先生の
後任となり筋電図検査や脳波検査が日常の業
務となりました。この頃、名大や名市大の衛生
学教室などにより、有機リン系殺虫剤など殺虫
剤を使用する防疫作業者の健康調査が企画さ
れており、私も参加させていただきました。以
前の経験をいかして、筋電計を検診会場に持ち

込み伝導検査を担当しました。多くの皆さんと
ご一緒に検診活動を行った楽しい思い出です。
この結果は、防疫作業者の健康実態として
1984-1985 にかけて、久永先生、竹内先生、小
野先生他、調査者全員の共同で報告しました。 
 筋電図検査が日常業務となっていたある日、
突然山田先生がご自身の筋電図検査をして欲
しいと筋電図室におみえになりました。緊張し
つつ針筋電図検査を上肢について行い、大きな
病変はない結果をお知らせし、先生もほっとさ
れました。山田先生に何かお役にたつことがで
きたかと思い、こちらもほっとした思い出があ
ります。 
 昭和 60 年（1985）神経内科が新設され、昭
和 61 年頃から神経内科のスタッフとして
SMON 班会議の一部を担当することになりま
した。私は SMON患者さんの冷感の訴えの調
査のため、末梢循環の検討を試みました。同じ
ころ衛生学教室で榊原久孝先生が白ろう病患
者さんの冷水負荷試験を検討しておられるこ
とを知り、見学させていただきました。榊原先
生は皮膚血流測定を当時最先端の非観血式皮
膚血流計を用いて連続的に測定してみえまし
た。この頃末梢交感神経活動が微小電極法によ
り、ヒトから直接導出できるようになり、血圧
を制御する筋交感神経活動（MSNA）と発汗・
皮膚血流の制御を介して体温調節にかかわる
皮膚交感神経活動（SSNA）とが分離され、名
古屋大学環境医学研究所を中心に夫々詳しく
研究されていました。発汗の計測は古くから開
発が進んでいましたが、皮膚血流の計測は充分
でなく、衛生学教室の測定系は画期的でした。
私は、この装置をお借りすることができ、
SMON研究の中で、おそらく初めて SMON 患
者さんの皮膚血流について報告することがで
きました。この成果は昭和 62 年～平成元年
（1989）まで 3 年間にわたって SMON 班会議 
で継続報告することができました。 
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病院検査部と神経内科の活動が多くなるに
つれて、衛生学教室との直接的な関係はなくな
りましたが、私は自身の外来診療の中で、衛生
学教室の「労働衛生相談」で問題になった方々
の診療を担当し、長く連携を続けることができ
たと思っています。 
 
 平成 10 年（1998）、名古屋大学医学部に第
二の学科として保健学科が新設され、ここでほ
ぼ 10 年ぶりに榊原先生と再会し、以降 10 数
年にわたってご一緒に働くことになりました。
保健学科では同じ専攻で衛生学教室ご出身の

柴田英治先生、公衆衛生学教室ご出身の近藤高
明先生ともご一緒させていただきました。 
 
 基礎棟 1 階の衛生学教室と基礎棟 4 階の公
衆衛生教室には懐かしい思い出がたくさんあ
ることを、また長くお世話になったことを改め
て思い厚く御礼申し上げる次第です。 
教室員でもなく直接の御指導を受けること

はありませんでしたが、医師としての生き方に
大きな影響を受けた、山田信也先生、神谷昭典
先生に御礼を申し上げ、両先生のご冥福を心よ
りお祈り申し上げる次第です。 
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過ぎし日々を思い出して 
 

                             
一宮研伸大学 教授 
名古屋大学 名誉教授   榊原 久孝 

 
 山田信也先生が逝去されて、改めて過ぎし日
を振り返ってみました。この中で山田先生の偉
大さを今更ながら再認識しました。 
 私が大学へ入学した 1972年の頃は、医師不
足で無医村解消が社会問題になっていて、一県
一医大と言われ、自治医科大学が創設された時
代でした。私も高校の時、若月俊一著「村で病
気とたたかう」を読み、地域医療の課題に取り
組み改善していく医師像にあこがれていまし
た。大学 2 年の時には、神谷昭典先生の紹介で
佐久病院を訪問もしました。そして医学部の学
生サークル「名大医療フィールド」に参加し、
夏休みには足助町の山奥のお寺を拠点に血圧
測定や検尿検査をしたりして住民の健康相談
をする活動をしたりしました。 
 3年になってサークルの代表になり、新たな
活動の場を求めてお会いしたのが山田信也先
生でした。そこで紹介されたのが岐阜県恵那郡
上矢作町（当時）の上矢作診療所長だった大島
紀玖夫先生でした。大島先生とは佐久病院訪問
時にお会いしていて、美味しい鯉料理を食べさ
せていただいたのを覚えています。4 年生の 5
月の連休に大島先生を訪問し、相談したのが民
間林業の人たちの振動障害検診の実施でした。
初めての民間林業の検診とのことでした。学生
が問診や検査の一部を担当し、診察は衛生学教
室の松本忠雄先生が担当してくださいました。
数十人の受診者があり、多くの人が白ろう（レ
イノー現象）の発症や、手腕のしびれや痛みが
強く夜間も続くなど、その実態、苦痛の強さに
衝撃を受けた体験でした。この経験が振動障害
の研究に進む契機となっています。 

 山田先生については、武谷三男編「安全性の
考え方」の中の「白ろう病」で、白ろう病を研
究し、振動障害対策で大きな実績を残されてい
る先生との認識はもっていました。今回久しぶ
りに読み返してみて、山田先生の実績の偉大さ
を改めて再認識しました。 
 一つは、産業現場での課題に対して、労働者
に寄り添いながら、医学的に実証的に詳細を解
明していく姿勢です。白ろう病取り組みの契機
は、付知の国有林労働者の相談でした。その相
談を切っ掛けに、現地に赴き話を訊き、その実
証のための詳細な調査を実施されました。その
中で、障害の実態を解明するために検査方法を
考案されていますが、冷水浸漬による皮膚温測
定や振動感覚閾値検査など、現在でも振動障害
検診の基本となっています。振動感覚閾値の測
定では、新たに測定器を考案し作成されていま
す。産業現場での課題に対して、医学的に実証
的に解明していく姿勢は、社会医学者として学
ばせていただいたことです。 
 二つ目は、今回改めて認識したのは、課題解
決において、労働者と医学研究者との協働、臨
床専門医との協働、全国の同じ分野の研究者と
の協働での取り組みです。出発点として、現場
の労働者の訴えを大切にし、寄り添いながら、
医学的調査では臨床の専門医の先生方の協力
を得て、課題解決に向けて研究に尽力された印
象です。更に全国の研究者との協働では、1965
年に日本産業衛生学会に振動障害研究会（世話
人、三浦豊彦先生）が設立され、多くの研究者
の協働で振動障害対策も進められました。
1970 年基発第 134 号「チェンソー使用に伴う
振動障害の予防について」、1975 年基発第 608
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号「チェンソー以外の振動工具の取扱い業務に
係る振動障害の予防について」、同年の基発第
610 号「チェンソー取扱い業務に係る健康管理
の推進について」、1977 年基発第 307 号「振動
障害の認定基準について」など、山田先生の初
期の取り組みが反映された対策となっていま
す。  
国際手腕振動学会でも山田先生は「日本にお

ける振動障害対策」として、振動工具使用の 1
日 2 時間規制などについて紹介されていまし
た。最初は 1 日 2 時間しか働かないのかと誤
解もありましたが、それ以外の時間は工具を使
用しない労働に従事していることが理解され、
EUなどの工具振動の使用時間の規制対策の実
施にも繋がったと思います。世界に先駆けた振
動障害予防対策としての使用時間規制でした。 
 振動障害は、国際的にもチェンソーなどの導
入により 1970年代になると世界各国で顕在化
して問題となりました。そこでも振動障害の病
像をどのように理解するかが問題となり、
1983 年には「ロンドン・シンポジウム」が開
催され、振動障害における全身への影響や自律
神経系の影響ついて議論されました。手指に限
局した症状が主であり、自律神経中枢への影
響・障害は見られず、振動の影響は限局されて
いるという考えが大勢でした。こうした病態像
に対して、国際学会では論争が続いていました。
こうした事情を念頭に 1993年山田先生の退官
記念を兼ねた「名古屋シンポジウム」を国内外
の主要な研究者を招いて開催しました。山田先

生は振動障害における自律神経システム、総合
的予防対策について報告され、私も手腕振動に
おける交感神経反応について発表しました。そ
の他、国内の先生方もそれぞれの立場から報告
されました。この中で、振動障害における自律
神経系の関与についての理解は広まり、「ロン
ドン・シンポジウム」では否定的であった
Gemne 氏は「手持ちの振動工具を使用する作
業者の白指の病態生理」として、レイノー現象
発症には細動脈血管への局所的な影響ととも
に、自律神経反応の亢進が影響していると、自
律神経反応亢進を認める発表をするまでにな
りました。山田先生はこのシンポジウムの成果
を高く評価されていました。（Nagoya J. Med. 
Sci. 57 (SuppI.). 1994） 
 こうして振り返ると、当時は無我夢中でした
が、研究者同士の協働の力を改めて感じるとこ
ろです。その後、原田規章先生を中心に日本に
おける振動障害予防の許容基準（2000年）、振
動障害の診断ガイドライン（2013年）、前田節
雄先生を中心に日振動ばく露量Ａ（８）に基づ
く作業管理を基礎とした新しい振動障害予防
対策（2009 年）など、国内の多くの研究者が
協力して振動障害対策を進めてきました。振動
障害研究会は現在も細々と続いています。振動
障害の研究に関わり、国内外の多くの研究者と
交流できたことは望外の幸せであったと思い
ます。山田先生の在りし日を偲びながら、ご冥
福をお祈りします。 
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山田信也先生が生きた時代とこれからの世界 
 

 
四日市看護医療大学 学長 
元名古屋大学医学部 助教授（衛生学講座）  柴田 英治 

 
山田信也先生がお亡くなりになりました。私

は学生時代からこれまで約 40 年間、山田先生
を仰ぎ見ながら、また山田先生に見守られなが
ら歩んできたと思っています。山田先生が果た
された役割は拙文で描くことは到底できませ
んが、私が大学運営の様々な局面で山田先生の
言葉をいただきながら学生、大学院生、教員と
して二十数年を名古屋大学医学部で過ごした
日々を思い出しながら山田先生を偲んでみよ
うと思います。 

 
山山田田先先生生ととのの出出会会いい  
私は 1975年に名古屋大学医学部に入学しま

した。当時はまだ 70 年安保闘争の余韻がキャ
ンパスに漂っていて、高校時代、浪人時代の狭
い世界から一気に社会の荒波を見る思いで、学
生生活をスタートさせました。 
当時の学生を始めとする若い世代には自分

たちで社会を変えられるという気負いがあり、
社会の様々な矛盾を告発して、弱い立場にある
人たちと連帯して権力と対峙する雰囲気が感
じられました。大学生活に希望を持ちながら、
一方社会の至る所にみられる問題に正面から
取り組むことに一種のあこがれもあり、未熟者
ながら自分はどうしたら社会に参加できるの
かについて考えていたと思います。 
そんな中、どういう経過だったのかあまり覚

えていませんが、当時衛生学教室の助手だった
久永先生に誘われ、小児への筋肉注射という医
療行為が大腿四頭筋拘縮症という新たな疾病
を生んでいることを教えられ、自主健診医師団
の健康診断に参加することが衛生学教室と関
わることになったきっかけでした。当時山田先

生は衛生学教室の助教授として活躍されてい
ました。さらにそれから間もなく山田先生が公
衆衛生学講座の教授に就任され、これからの活
躍に大きな期待が寄せられていました。 

 
全全国国医医学学生生ゼゼミミナナーールルででのの山山田田講講演演  
教養部時代に印象に残っているのは入学し

たてまだ日が浅い 1975年夏に岐阜大学で開か
れた全国医学生ゼミナールでの山田先生の講
演「私が生きた時代と社会医学」でした。現場
で発生している林業労働者の振動障害に対し
て働く人々の立場に立ちつつ、科学的な眼で作
業の環境と作業の仕方、症状の発生状況、労働
者の生活などについて観察と対策、政策的な働
きかけなど、総合的・全面的な活動を展開され
ていることを知り、医学者、特に社会医学とい
う分野の重要性と、やはりそのような活動の中
で政府の側からはこれに反対する立場での政
策的な動きがあり、それに対して医学者が動員
されるという現実も見せられたような気がし
ます。 
学生運動に戦いという側面があることは実

感していましたが、学者の世界でも戦いがあり、
労働者をめぐる政策が決定されるうえで学問
の世界が少なからぬ影響力を持っていること
もその講演から学んだことでした。 
私自身がその道に向かうことになる基礎が

この講演を聞いてできたと感じています。この
講演を記録した医学生ゼミナール報告集はそ
の後名古屋大学で医学生ゼミナールが予定さ
れたときに実行委員の学生にこれを参考にと
貸しましたが、その後返ってくることはありま
せんでした。私にとっては貴重極まりない山田
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講演の記録であり、若くエネルギー溢れる頃の
山田先生の当時の考えを知る上でも重要な資
料でした。 

 
名名大大医医学学部部のの民民主主的的運運営営  
私は教養部から進学し、鶴舞キャンパスに来

て名古屋大学医学部が学内全構成員自治の象
徴である運営協議会などわが国の大学でも最
も民主的な仕組みで意思決定と運営が行われ
ているのを目の当たりにしました。今から考え
るとこのような運営方法をとっていた大学は
全国的には例外的であって、学生としてその恩
恵を受けていたことは時間が経つにつれてよ
り強く感じるようになりました。当時、学生会
などで学内運営に関わる学生にとって山田先
生はある意味で精神的な支柱のようになって
いました。いろんな集会、会議、懇親の会など
の場で挨拶される山田先生の言葉に私たちは
励まされ、自分たちがやっていることは正しい
と確認し、次の活動に取り組んだものでした。 

 
民民主主的的運運営営ののそそのの後後  
その後、私は大学内では学生代表として運営

協議会、教授選考委員会、基礎人事委員会など
に出席するようになり、誠に未熟ながら、教授
はじめ学内の先生方を前にして意見を述べな
ければならない立場になりました。しかし学内
の極めて民主的な仕組みもそれを担う人材が
続かず、特に学生、大学院生といった若い層に、
大学運営における民主主義を維持することに
対して大きな負担感が生じる一方、大学運営に
おける学長権限強化という大学民主化への反
抗の側面を持った国の政策転換、さらに一人の
研究者として研究業績を積み上げ、教員は学生
教育にも一層の関りが求められる中で、従来の
ような学内各層が組織的に大学運営にあたる
形態の維持は困難になっていきました。私たち
は時代の流れに飲み込まれる形で、民主的な大
学運営は大きく変化していくのを見届けるこ

とになりました。山田先生が教授として大学の
指導的立場に立たれた期間もこのような流れ
の中にあり、山田先生はこの状況をどのような
心境で眺められたのか、直接そのことについて
お話をお聴きしたことはありませんが、教室づ
くりに苦労されている時期でもあり、苦悩は深
かったと拝察します。 
民主主義を根づかせて、大学に定着させる過

程の中で、私たちが次第に手続き論に陥ってし
まった大きな弱点があったことは否定のしよ
うがありません。名大医学部の運営は民主的に
仕組みが一応の完成をみると、その後は決めら
れた手続きを踏んでいるかという点に私たち
の関心が偏るようになり、学内の世論を受け止
めて柔軟に方針を考えることができなくなり、
次第に多くの人々の気持ちに応える力を失っ
ていったのではないかと思います。先生が定年
退職記念祝賀会での挨拶の中で、手続きにこだ
わって学内運営を論じていた私たちに対して
厳しい批判をされたことを鮮明に覚えていま
す。先生は名大の民主的システムの硬直化を嘆
いておられたのでしょう。 

 
 

社社会会のの変変化化とと山山田田先先生生  
山田先生は労働者の健康や大学民主化を求

める戦いの時代が少しずつ変化し、労働に伴う
著しい健康障害が次第に姿を消していく中で、
学生実習のテーマとして「人生史」という独特
の視点から一人の人間の生活・労働を見つめる
というやや内省的な課題を取り上げられてい
ました。私は先生が人間をあらゆる方向から観
察し、健康とともに人生の幸せとは何かについ
て問いかけをされているのだろうと想像する
ようになりました。今となってはその底流にあ
った山田先生のお考えを知ることはできませ
んが、振動障害の研究も大きな成果をあげ、振
動工具の抜本的な改善という時代を迎え、社会
も若い世代の社会の流れへの強い抵抗の声が
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静かになり、先生ご自身が人間の労働、健康を
より思索的に眺められていたように思います。 
山田先生が教授会の一員になった頃には山

田先生をリーダーとして名大はますます民主
的に発展できると多くの人たちが希望を抱き
ました。しかし、山田先生を囲む我々自身が時
代を読む力が足りず、今から考えればそのよう
な希望は的外れなものだったのかも知れませ
ん。山田先生は確かに振動障害という職業性疾
病の存在を社会に認めさせ、その根本的な解決
への道を示したという意味で一時代を築いた
社会医学者であるとともに、民主主義の闘士で
もありました。山田先生が感じられていたに違
いない苦悩を我々は人類史的・世界史的な視野
から見つめ直す必要があります。歴史の流れは
ある傑出した人物が登場しただけでは前に進
むものではないようです。その人物の周りの人
たちの考え、気分、周囲の動きをどうとらえ、
どう反応するのか、さらに世界的な情勢も影響
しています。学生運動が盛んな時期、少なくな
い若者が間もなく社会は劇的に変わると信じ
ていたと思います。鶴舞キャンパスにいた若者
もその仲間であったのでしょう。確かに変わっ
た部分もあるのかも知れませんが、歴史は鋭角
的な急カーブを切ることはなく、深く大きな流
れを基調としながらある時代が次の時代を準
備する形で進んでいくように見えます。 

 
山山田田先先生生のの教教ええをを胸胸にに  
私自身は学生時代、基礎医学の単位がなかな

か取れず、同級生とともに卒業することができ
ませんでした。大学にとどまりながら、このま
まの状況が続けば医師になることはもちろん、
学士の学位を得ることすらできず、路頭に迷う
自分を想像してしまうのを何とか抑えていた
と思います。同じ仲間と励まし合いながら、そ
の後卒業できたのは幸いでした。この件につい
ては、山田先生も同席されていた何かの集まり
で話題になったことがありました。その時山田

先生はそんな遅れは長い人生から見れば一瞬
のことだ。遅れは十分に取り戻すことができる
と諭されたことを覚えています。当時の私は未
熟で、人生を達観することなどできるはずがあ
りません。しかし、今になって山田先生は物事
を俯瞰的にとらえることが重要であり、感情に
振り回されて判断を誤ることを戒めるものだ
ったことがよくわかります。 
労働衛生の分野では予想もしなかったほど

の ICT 技術が労働の質を大きく変え、AI が社
会の環境をどう変えていくのかが想像し難い
ほどになっています。人間が働くという活動そ
のものへの考え方大きく変わるかも知れない
という漠然とした不安のようなものが、労働衛
生学を専門とする者たちの中にもあります。 
また、世界情勢もロシアのウクライナ侵攻が

長期化する中で不安定さを増しており、二大軍
事同盟が覇権を争った冷戦期の再来、さらに次
の世界大戦を心配する声も出ています。一方、
地球環境問題もその深刻さがますます明らか
になり、我々の生活が気候変動問題などで脅か
される事態にもなっています。 
社会が不安定になっていることを感じなが

ら、山田先生なら今の時代をどうとらえ、どん
な進路を指し示されるのでしょうか？ 
山田先生がその人生を通して私たちに示さ

れた多くの教えは残された私たちがより豊か
なものにしていかなければならないと考えて
います。山田先生は物事を大きくとらえ、多く
の言葉を使って滔々と語る先生でした。私たち
はその言葉を聞いて人生の進路を考え、医学を
考え、働くことと健康という壮大な課題を考え
る機会をいただきました。今の時代は忖度、ネ
ット上でのバッシングといった人々の間での
コミュニケーションの枯渇、貧困化が目立ちま
す。1975 年に戻ってもう一度講演「私が生き
た時代と社会医学」を聞き、これからの日本、
世界の行方と私たちの対峙の仕方について考
えてみたい衝動に駆られています。 
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山田先生からのメッセージを活かすのは残
された我々であり、そのメッセージを伝え聞い
た次の世代です。これからも心の中の山田先生

に教えをいただき、ささやかな歩みを進めてい
きたいと考えています。 
山田先生、どうか安らかにお眠りください。 
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山田信也先生を思う 
 

 
みなと福祉会 理事長 
かにえ診療所 所長   髙木 弘己 

 
私は、先生の一学徒として、個人的に学んだ

ことをここに記載し、山田先生への感謝の気持
ちを表させていただきます。 
 
教養部から医学部になった頃には、先生のお

名前について、労働衛生学講義で白ろう病のお
話をお聞きする位でありました。兄が民医連医
師として職業病外来を担い、山田先生との交流
があるという話から、その頃は、私にとっては
立派な先生という認識でありました。 
 
医学生生活 7 年間のうち 4 年間は、本学の

男声合唱団に所属し、もっぱら音楽活動にその
ほぼすべてのエネルギーを使い、次いで名大祭
の実行委員長としての学生生活を送っていた
関係で、山田先生との接点はあまりありません
でした。しかし医学部生活が中心となった学生
生活の後半では、私にとって医学部の民主化闘
争が中心的なテーマとなりました。その時期に
学部民主化運動の学習会などでの先生との交
流がありました。その中で、いつもお話を伺う
たびに感じることがありました。先生のお話の
中に、必ずと言っていいほど「日本の労働者階
級は」という言葉が出てきます。誇りある日本
の労働者階級、打ちひしがれた日本の労働者階
級、混乱に満ちた日本の労働者階級、粘り強く
闘う道を切り開いてきた労働者階級、このお話
に、私は心うたれたことを思い起こします。名
古屋大学男声合唱団の中で、生活に結びついた
歌声、社会に明るい歌声を追求してきた私にと
って大きな意味を持ちました。 
自分のしていることを、自分のしたいことを、

歴史の中に位置づけ、その変革の中で意味を見

つけることの大切さを学びました。こうした視
点に立った物の考え方、大きな考え方は、高校
時代に感じていた漠然とした医師像しかもた
なかった私にとって、新たな喜びをもった根拠
を与えてくれる大きな意味を持ちました。 
私は、父の医師の姿をあまり深くみえなかっ

た（高校１年生の時に死亡した）ものでしたが、
医師の道を選びました。父の往診にいく姿、ど
んな時間でも（夜中）、どんな場所へも（やく
ざ）でかけていく姿、そして悪性腫瘍と闘いな
がら死んでいった姿、多くの患者を診、酔っ払
った患者さんに対応する姿、校医を務めながら
小学校の校舎建設に協力する姿、葬式には多く
の患者、地域住民が参列してくださったなど、
父の医師としての姿に学びたいとは思ったも
ののあまりにも早い死亡でしたので、父から学
ぶことはあまりできませんでした。 
漠然としたいろいろな方々の要望に応える

ために医師になりたいと思いましたが、さらに
発展させ、「働く人々のために」「働く人々とと
もに」「労働と生活の中で疾病をみる」医学医
療のあり方、医師像が自分の将来の道であると
感じさせていただきました。その結果、民医連
を卒業後の道として選びました。こうして先生
の教えは、私の医師としての人生のあり方を決
める上で極めて大きなものでありました。 
そして民医連に参加し、倉敷で呼吸器内科を

選び、公害問題にかかわっていくことになり、
労働と生活の中での視点は公害問題の取り組
みに大きな視点となりました。公害と喘息にお
いては、環境という大きな視点も重要な要素で
はありましたが、同時に山田先生の医学・科学
における現場重視、科学的厳密さへの姿勢が大
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きく影響し、生育歴・ストレス・心の問題も重
要であり「総合的に疾病を把握することの大切
さを認識することができました。 
 
その後、知的障害者の授産施設を経営し、障

害者運動に携わっているみなと福祉会の仕事
にもみなと医療生協としてかかわっていた時
に、平成 4 年頃、港区で障害者・職業病・労働
問題を中心とした演劇鑑賞会に取り組むこと
になり、港区の労働者、愛知の働くものの命と
健康をまもるセンターの方達と共同の取り組
みとして参加しました。そこで大学卒業後、初
めての山田先生との再会がありました。気安く
「高木君」と呼ばれ、他の労働者とともに酒を
飲み交わしたときに大きく励まされたことを
思い出します。その時に「今の私があるのは先
生のおかげです」と先生に感謝の意を伝えた記
憶があります。 
その後、私のもとに、喘息の労災認定をめぐ

る案件が持ち込まれ、亡くなられた方の奥さん
や弁護士さんの方と協力し、勝利を得ることが
できました。それは、その労働と生活の中から
疾病を考える姿勢で分析し対応した結果、職場
の労働のストレスによる喘息患者の過剰適応

が死を招いたという結論で勝利することがで
きました。私も歴史を一歩前に動かすことがで
きて大変感激しこのような取り組みに参加す
ることができたことを感謝しております。 
こうしたことの関係もあってか、愛知の働く

ものの命と健康を守るセンターへの理事長へ
の協力を求められ、就任した訳ですが、これも
山田先生の教えとそれへの感謝が引き受けさ
せたと言っても過言ではありません。このお仕
事においては、呼吸器という分野、公害という
分野での経験しかない私でありますので、十分
な役割を果たしえなかったという思いがあり
ますが、山田先生の「労働衛生」という大きな
視点をもっと学ぶことをできていればと思っ
ています。 
こうした形で私にとっての山田先生とのお

付き合いは、個人的には強く深い物ではありま
せんが、大きな中身を持っていました。教育者
というのはこのような形で人々を魅了し変え
るものだと私は、今更ながらその役割に驚嘆し
ています。そのような意味で本当に感謝すべき
存在でした。私もそうありたいです。ありがと
うございます。 
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山田先生の思い出 
 

 
 

元名古屋大学医学部 教務職員（公衆衛生学講座）  瀧日 久仁子 
 

山田先生の下で仕事を始めたのは 1981 年 5
月でした。10 年間勤務した脳神経外科学教室
から配置換えで公衆衛生学教室へ学部内異動
することになりました。当時は、山田信也教授
の下に中川武夫先生が医局長をされていて、教
室の事務は横山浜司さんが定年退職後もパー
ト職員として引き続き担当されていました。私
は統計学の知識も何もない状態で、全くの初歩
から指導していただき、SPSS のプログラムを
組んで大型計算機で解析を担当させていただ
くことになりました。広い医局の中のパソコン
で山田先生から振動病や松川町のデータをい
ただき、悪戦苦闘して入力していたのも今とな
っては懐かしい思い出です。 
 山田先生は公衆衛生学の教授として「働く者
のいのちと健康を守る」ことも大切にされてい
ました。組合の学習会にも積極的に講師として
参加されて、医療現場で働く看護職員の間では
「山田節」と言われる先生の語り口が、とても
感動を呼んで受け入れられていました。 
 私は身分的には非常勤職員として採用され
勤務していましたが、公衆衛生学教室に異動後
1985 年に医学部での定員化のチャンスが巡っ
てきました。実際に定員化が実現するまでには
1 年半の年月がかかりましたが、山田先生はじ
め教室の先生方の並々ならぬお力添えで定員
になることができました。60 歳の定年まで安
心して働き続けてこられたのは、この定員化の

お蔭と深く感謝しています。 
 横山さんが退職されてからは、私の居室は山
田教授室の隣の事務室となり、山田先生の一日
がより身近に感じられるようになりました。先
生はご自宅から歩いて出勤されることも多く、
途中鶴舞公園を経由されて散策されたり、公園
の自然の中で読書をされたりしていました。山
歩きもお好きで、信州の上高地に出かけられる
ことが、お忙しい日々の中での先生ご夫妻の大
切な行事だと伺っていました。退職されてから
も晩秋の上高地のスケッチを愉しまれて同門
会誌に絵を寄稿していただいていました。 
 85 歳を超えられた頃からは絵画教室で勉強
されながら、ご自宅近くの風景をスケッチされ
ていたようです。これらの絵をご自身で教室ま
でお持ちいただき 2018年の同門会誌まではご
寄稿が続いていました。その後はしばらくお電
話で近況をお知らせいただいていましたが、ご
連絡もなくなり気掛かりな状態が続いていま
した。 
 2022 年 11 月 3 日に偶然鶴舞駅で中川武夫
先生とお会いし、翌日山田先生のご訃報の連絡
をいただきました。同門会誌の表紙の山田先生
の自筆の題字、晩秋の上高地の風景、そして何
より先生ご愛用の真ん丸の眼鏡をはじめ、40
年近くの山田先生の思い出は尽きません。 
先生のご冥福をお祈りいたします。 
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公衆衛生学教室の思い出 
                                               
 

愛知淑徳大学 名誉教授 
元名古屋大学医学部 職員（公衆衛生学講座）   棚橋 昌子 

 
山田信也教授の訃報に接し、心よりご冥福を

お祈り申し上げます。 
 
私は 1963年 3月に名古屋大学文学部を卒業

し、４月に山田信也教授の前任者、水野宏教授
の公衆衛生学教室に技官として採用されまし
た。もう 60 年も前のことです。 
 当時、鶴舞の名大病院の敷地の一番北側に
「基礎研究棟」といわれる建物があり、１階東
側に「衛生学教室」があり、「公衆衛生学教室」
は４階中央辺りにありました。私は基礎棟の東
口から出入りして、４階まで階段を昇り降りし
て通勤していました。当時、1 階の衛生学教室
にいらっしゃった山田信也先生には、時々その
東口でお会いし、丸メガネの優しいお顔で「お
はよう」と声をかけて下さいました。新人で緊
張していた私は山田信也先生の笑顔にどんな
に励まされたことでしょう。 
当時の私の主な仕事は、多項目で大量の各種

データベースを作成することでした。パソコン
は普及しておらず、週に何回か、名古屋大学の
東山キャンパスにあった大型計算機センター
に通っていました。高度経済成長期の負の遺産
として全国で各種公害が問題となり、新幹線騒
音・振動もその一つでした。公衆衛生学教室の
先生方と一緒に仕事をさせていただいたこと
は楽しい思い出です。 
 余談ですが、開所したばかりで無認可の小規
模なひまわり保育園に長女を預け、子どもの送

迎や買物に自家用車が必需品だったことを思
い出します。その運転免許を昨年 12 月に無事
に自主返納しました。 
 
 時は流れて、1977 年 5 月に山田信也教授が
公衆衛生学教室の教授に就任され、直属の上司
になりました。すると優しいだけではなく、研
究者としての厳しい山田信也教授の姿勢に接
し、一定の距離を感ずるようになりました。甘
えは許されないと強く感じました。 
 縁があって、1981 年 4 月に愛知淑徳短期大
学家政学科に健康管理学を担当する専任講師
として転職することになりました。その時には、
山田信也教授は、わざわざ愛知淑徳短期大学の
人事担当者へ挨拶にお越し下さり、恐縮しまし
た。その後、愛知淑徳大学には 2011 年に定年
退職するまで奉職しました。短期大学に勤めな
がら、公衆衛生学教室には研究生として席を置
かせていただき、学位論文までお世話になりま
した。 
 文学部を卒業して医学部へ迷いこんだ私に
とりまして、公衆衛生学教室で学んだことは、
私の一生の生活を支える財産となりました。
「上から目線の公衆衛生と下から目線の公衆
衛生がある」と教えていただき、心に残ってい
ます。 
 
 山田信也教授はとても心優しい先生でした。
大変にお世話になり、ありがとうございました。 
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「働くもののいのちと健康を守る全国センター」の 
生みの親、育ての親 

 
働くもののいのちと健康を守る全国センター 副理事長 

 九州社会医学研究所   田村 昭彦 
 

1998 年 12 月 15 日、「働くもののいのちと
健康を守る全国センター」は多くの働く人々の
期待を担って誕生しました。 
山田信也先生は初代理事長として働く人び

とのいのちと健康をまもる新たな運動の先頭
に立たれました。 
山田信也先生起草による発足宣言では『今、

私たちの目前には、過労死をはじめとするすべ
ての労災職業病の認定と補償闘争の早期解決
の課題があります。また労基法の改悪に伴なう
深夜勤務、裁量労働時間制度の拡大導入などに
よる労働者と経済不況による自営業者・農民の
生活と健康の破壊を防ぐ闘いがあります。こう
した取り組みを先頭に、働くもののいのちと健
康・権利をまもり、人間が尊重され、安心して
働ける職場、社会の建設を、過労死も労災職業
病もない 21 世紀を目指し、多くの人々と、多
くの団体・地方組織と、そして多くの専門家と
共に「働くもののいのちと健康を守る全国セン
ター」は積極的に活動する』と高らかに述べら
れています。 

1989 年９月日本労働者安全センターが、総
評解散直前に解散に追い込まれました。この日
本労働者安全センターは「抵抗なくして安全な
し、安全なくして労働なし」をスローガンに多
くの労災職業病闘争の理論的支柱でした。その
後再建の動きはありましたが立ち消えとなり
ました。 

1992 年 3 月、労働衛生の碩学である山田信
也、細川汀、渡部眞也 3先生の呼びかけによる
「働くものの健康をまもる国民運動を育てる
ためのシンポジウム」が開催されました。しか

し労組の出席は少なく、同年 12 月「当面セン
ター作りは断念」との連絡がありました。 
 その後も労災・職業病被災者救済の取り組み
は、職業病全国交流集会をはじめ、各地の職対
連、患者組織、労働組合、弁護団等で粘り強く
進められていました。 

1993年 4 月、全労連に「いの健対策委員会」
が発足し、10 月 21-22 日に全労連第 1 回の健
学習交流集会が開催されました。以後全国セン
ター設立まで毎年開催が行われました。 
1996 年 6 月、全労連、全日本民医連、全国労
災職業病対策実行委員会、日本国民救援会、東
京労連、東京地評の６団体で「地方組織のいの
ちと健康を守る活動交流集会」を開催し、全国
センター作りの端緒となっています。同年 12
月には、前記「活動交流集会」を主催した６団
体で「全国センター検討委員会」を発足させ、
翌 97 年 12 月、56 団体の参加で「全国センタ
ー設立準備会」の発足総会を開催しました。 
 
 山田信也先生が理事長を務められたのは発
足から 2 年間と短い期間でしたが、その後の
「働くもののいのちと健康を守る全国センタ
ー」の基礎を築いていただきました。山田理事
長時代の主な活動を列挙すると以下になりま
す。 
1）情報収集と広報活動 
 全国センター発足と同時に月刊「全国センタ
ー通信」、季刊雑誌「働くもののいのちと健康」
を定期発行してきました。全国センターの研究
会や交流集会などの活動を知らせるとともに、
多くの労働組合、団体、個人から多彩な活動報

� 43



告が寄せられてきました。 
2）労働安全衛生の学習教育活動 
 ①東西セミナーの開催 
初年度の 1999年から東西 2ヵ所で開催した

「働くもののセミナー」は全国センターの存在
を広くアピールすることができました。また安
全衛生の活動家養成や開催県での地方組織結
成のきっかけともなりました。 
 ②全国交流集会や課題別交流集会の開催 
初年度の 1999 年及び 2000 年度には「1 年

間の勝利と前進を報告し、運動の到達点と教訓
を明らかにする」「交流を通じてお互い学び、
活動家を養成する」「課題と運動の方向性を明
らかにすること」を目的に全国交流集会を開催
しました。 
3）研究・調査研究・政策提言 
 ①研究会 
「過労死研究会」は事例検討を積極的に行い

過労死労災認定基準の改訂案を作成し国に要
望書を提出しました。 
「夜勤、長時間労働研究会」はとりわけ 2001

年に神奈川県で開催された国際夜勤シンポへ
向けて「日本の夜勤長時間労働レポート」作成
に積極的に取り組みました。 
さらに「国際労働安全衛生研究会」ではＩＬ

Ｏなどの国際的な労働安全衛生活動を日本に
定着させるための研究活動をおこないました。 
 ②事例検討会 
全国でたたかわれている労災職業病事件の

判決・裁決について、その勝ち負けにかかわら
ず運動全体に大きな影響を与える事例をとり
あげ、判決・裁決の意義・問題点は何か、たた
かいはどのように展開されたのか、などを学び
交流することを目的に 1999 年～2001 年まで
6 回の事例検討会が開催されました。この事例
検討会の討議をもとに「過労死認定基準」「Ｖ
ＤＴ労働衛生基準」「腰痛・頚肩腕認定基準」
など労災認定基準改定案が提起されました。 

 

４）運動支援と交流、相談事業 
じん肺や過労死・過労自殺、腰痛・頚肩腕障

害など職業性疾患の補償を求める運動の前進
のために協力してきました。 
５）地方・地域組織の連携、組織作り 
 全国センターの機能を発揮するのに不可欠
である地方センターを全ての都道府県に作り
その機能強化を一貫して呼びかけました。全国
センター設立時には９道府県にセンターが結
成されていましたが、初年度の 1999 年には千
葉、山梨、京都、神奈川で地方センターが結成
され、北海道・道南センターや愛知･港センタ
ー、「いのちと健康を守るネットワーク佐賀」
「鹿児島県働く人の健康問題懇談会」が相次ぎ
結成されました。翌 2000 年には埼玉、長野の
各県でセンターが結成され、2001 年には宮城
センターが 2002年には滋賀県センターが結成
されました。現在では加盟地方組織は 32 都道
府県に設置され活発な活動を行っています。 
6）国際交流と連帯 
 2000 年から当時の事務局長がＩＬＯ総会に
オブザーバーとして出席し、国際労働安全衛生
の視点に立った活動の発展を促しました。 
 またアジアの人びととの連帯を強化してき
ました。韓国の源進職業病管理財団の朴賢緒理
事長は、全国センターの総会や、各種セミナー、
交流会に積極的に参加していただき交流を深
めました。また全国センター発足記念として
1999 年 7 月に行われた「労災職病、日韓交流
の旅」や翌 2000 年 6 月に韓国で行われた「日
韓労働保健学術交流会」にも参加し、韓国のＣ
Ｓ2 患者さんたちが自らの解決金で作った職
業病総合センターGreen Hospital と付属研
究所との交流を深めました。 
 
 私は「働くもののいのちと健康を守る全国セ
ンター」発足時から常任理事として、山田信也
先生の働く人びとの健康をまもる活動への情
熱に触れてきました。そしてなによりも現場で
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起きていることを大切にし、克明に聞き取り対
策を考えられる姿勢には多くの学びを得まし
た。まさに理論と実践を一体とした活動でした。
山田信也先生には理事長退任後も顧問として
働くもののいのちと健康を守る全国センター
の活動の方向性に大きな示唆を与えて頂きま

した。山田信也先生がめざされた活動にはまだ
まだ到達していませんが、今後とも初心を忘れ
ず、働く人びとのいのちと健康を守り抜くこと
ができるセンターとなる様に奮闘することを
お誓いし、山田信也先生への感謝の意を表した
いと思います。 
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はるかな記憶 
 

 
元名古屋大学 職員 
元名古屋大学医学部 技術補佐員（衛生学講座）   樋田 眞知子 

 
私が名古屋大学医学部衛生学教室に技術補

佐員として採用されたのは昭和 48 年 4月 1
日。あれからどれだけの月日が流れたこと
か...記憶を遡って思い起こすことさえも悲し
いかなぼやけてしまうこの頃。信也先生の訃
報の連絡をいただいて、うつろな記憶をたど
ってみました。 
採用面接の時に私は信也先生に初めてお会

いしました。 
先生は丸いお顔によく似合ういわゆるロイ

ド眼鏡をかけ、おだやかな口調で話をされた
と思います。もちろんこの記憶も定かではあ
りませんが、面接をしていただいた先生方の
和やかでにこやかな表情に逆に私の技量でこ
こ東海地区の最高学府である名古屋大学で働
けるかな？と不安な気持ちで友人と岐路につ
いたと覚えています。 
幸いなことに採用され、社会人としての生

活が少し経った頃、事務で働いていた方とち
ょっとしたトラブルがありました。私からす
ると、意味もわからないことで叱られ、くや
しくて半べそをかいていたとき、信也先生に
声をかけてもらいました。特になぐさめの言
葉をかけてもらった訳ではなく、先生が当時
研究をしておられたはくろう病について聞か
せてもらいました。私も知らなかったのです
が、私の叔父が、当時、付知の営林署に勤務
しており、信也先生は叔父をよく知っている
というお話でした。また、伊勢湾台風の時、
被災者の救助に行った話等々、丸いメガネの
奥からじっと私の目を見、おだやかな笑顔を
交えて話す先生に今風に言えば癒された思い
がします。その後、この事務員の方とは仲良

くなり職員レク、お花見やらあちこち出かけ
るようになり楽しく過ごさせていただきまし
た。今から思えば、雨降って時固まるとはま
さにこのことだったでしょうか。 
衛生学は労働衛生学の研究で先生方は労働

現場で生じるいろんな疾病について研究して
おられ、定例研究会では白熱した議論が飛び
交いました。普段はおだやかな信也先生もこ
の時ばかりは人が変わります。私は本当にい
ろいろ勉強をさせていただきました。この経
験は最後に記述しました東山地区で大いに役
立つこととなりました。 
現在は働き方改革が推進され、過酷な作業

現場においてもロボット化が進み、労働環境
も変わってきています。当時に比してずいぶ
んと楽になっているのでしょうか。労働者の
訴えに時に相槌を打ちながらじっと耳を傾け
ていた信也先生が妙に懐かしく感じられま
す。 
信也先生はその後、公衆衛生学の教授にな

られ、1階から 4階に上がっていかれまし
た。衛生学も環境労働衛生学に名称変更され
ました。 
医学部で働く先輩達から、あなたは衛生学

に採用されほんとに幸せ者よ、衛生学の先生
はみな仏様のようだからと言われました。そ
れは今でも身に染みて感じています。忠臣は
二君に仕えずということわざがありますが、
私は 3 人の教授の下で働かせてもらいまし
た。 
その後、研究室を巣立って行かれる先生方

を拝見し、私も別の世界を経験したく、名古
屋大学の事務職員採用試験を得て、東山キャ
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ンパスに配属され、毎日終電通いの地獄の忙
しさを味わいました。まさに天国から地獄で
す。 
東山キャンパスに移ってから信也先生とも

医学部とも疎遠になってしまい懐かしさだけ
が残りました。配属先の先生に鶴舞のキャン

パスなら目をつむっていてもわかると言った
ら笑われましたが、現在は大目玉をどう見開
いてもさっぱりわかりません。 
衛生学で過ごした日々は私にとってかけが

えのない宝物です。 
先生どうかどうか安らかに。
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山田信也先生を偲んで 
 

          
 

徳島健康生活協同組合 名誉理事長   樋端 規邦 
 
山田信也先生がお亡くなりになりました。心

より哀悼の意をささげます。 
 
 山田先生は、私が名古屋大学医学部の学生で
あった頃から、今日に至るまで、半世紀を超え
て何かとご指導頂いた恩師であります。 
 
 私が医学部に進級した頃は、インターン制度
（すなわち医師養成制度）の改廃をめぐって全
国の医学部で医師国家試験のボイコットなど
激しい闘争が続いていた時代でした。名大医学
部の学生会はインターン制度の即刻廃止を要
求するではなく、卒後研修の充実こそが重視さ
れるべきで、そのための制度改革を主たる要求
に掲げつつ、教授会との交渉をするという戦術
を取っていました。 
 丁度そのような折、私が学部の 2 年生の時、
小児科教授選挙にまつわる医学部教授会の不
明朗な動きが明らかになり、「怪文書」事件が
発生して、何のための医学か、誰のための学問
か、そして医学教育・医学部運営の問題点、さ
らには教授会の在り方など、医学部全体を巻き
込んだ激しい闘争（名大事件）が起きたわけで
す。学生会はもとより、教職員組合、大学院自
治会、副手会、研修医会からなるは五者協議会
が結成され、教授会との度々の団体交渉が、長
期にわたり、続けられました。当時の一部始終
とその意味するところは公衆衛生学教室の同
門である故神谷昭典先生のご著書「日本近代医
学の展望‐医科系大学民主化の課題」に詳しく
記されています。 
 その当時、山田先生は衛生学教室の助教授を
されていましたが、教職員組合の一員として、

いつも理路整然と医学部教授会民主化につい
て、発言されていました。私は昭和 42 年（1967
年）6 月、五者協と教授会との団体交渉で、山
田先生が発言された時の模様を今でもよく覚
えています。山田先生は 400 人で埋め尽くさ
れた会場（第四講義室）で、医学研究や、医学
教育の在り方、そして教授会の誤りを理路整然
と述べられました。なんと素晴らしい先生だろ
うかと感激したことを記憶しています。  
                                                                                                                               
 名大事件を経験した後、昭和 45 年（1970 年）
に私は医学部を卒業しました。昭和43年（1968
年）にインターン制度が廃止され、何の実態も
ない登録医制度が発足した直後でした。卒業の
際に、山田先生の研究室をお尋ねして、私の進
路についてご意見を伺いしたことを鮮明に覚
えています。当時私には郷里、徳島市の医療生
協の病院（現「健生病院」）から、「卒業したら
是非徳島に帰ってほしい」という要請を受けて
いました。病院長 1 人が、30 床の病院と２つ
の診療所を掛け持ちし、数名のパート医師で診
療をつないでいるという深刻な医師不足であ
ったこと、そして「ちかじか、地元の大学から
新卒医が入る予定があり、若手医師の集団づく
りに力を貸して欲しい」という主旨の要請でし
た。 
 私には高齢の両親が四国にいたことから、名
古屋に残るべきか、徳島に帰るべきかを随分迷
っていました。私の悩みに対して、山田先生の
言葉は、素っ気なく、「人々から要請されると
ころで働けるのは最大の喜びではないか」とい
う一言でした。しかしこの一言で、私の決心が
ついたわけです。 
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 名大を卒業して赴任した徳島健生病院では、
文献や図書も殆どなく、新しく同僚になった 1
年上の新卒医師とともに必死になって勉強し
ました。当時の理事長（医師でなかった）から
は、「医師の研修は患者から学ぶことだ」と激
励されたことに、山田先生の言葉と共通するも
のを感じていました。それでも、それから数年
間は「これでよいのだろうか？」、「大学へ戻ろ
うか」と何度も自問自答しながら過ごしたこと
を覚えています。 
 
 山田先生は、昭和 48 年（1973 年）、名古屋
で開催された「全日本民医連第１回全国学術集
団会」で特別講演をされています。残念ながら、
その時私は参加できませんでしたが、ご講演の
記録は後に拝読しました。それから 10年後に
は、徳島で開催された四国民医連の学術講演会
でも特別講演をされています。何れも素晴らし
い講演であったと記憶しています。山田先生が
卒業前の学生時代にセツルメントに加わって
地域の人々の保健や医療の援助活動をしたこ
と、そこで、人々の暮らしぶりや健康状態につ
いて多くのことを学んだこと。そして、昭和 34
年の伊勢湾台風の後では被災された人々の救
援に奮闘されたこと。さらにはそれらの活動の
中から、多くの先生方と協力して、名古屋南部
に民主診療所建設の取り組みがされたことな
ど、名古屋における民主診療所や医療生協の起
源について触れられました。（山田先生が関わ
られた「名古屋セツルメント」、民主診療所建
設の頃の経過についても、前述「近代医学の展
望」に記録されています） 
 これらのご講演の中で感銘を受けたことは、
地域には生きようとして必死には働いている
人々がいるということ、その人達こそが社会を
支えていること、そしてこれらの人達の期待に
応えることが医療の目的でなければならない
こと。更には、働く人々の背後にある生活や仕
事の問題点を見抜き、その人の人生とその社会

に潜む課題を解き明かし、住民や労働者の皆さ
んと一緒になって解決するという構えが医療
活動に参加する人達の役割ではないかと述べ
られていました。 
 
 私はこれまで、長く振動障害を取り組んでき
ました。初めて私が振動障害（白ろう病）の患
者を診たのは、徳島へ戻った直後に山田先生か
ら紹介された患者でした。この人はトンネル工
夫で、長年削岩機を使用して「白ろう病」にな
り、マスコミで知った山田先生に手紙を書いて、
山田先生から私を紹介されたという患者でし
た。 
 この患者は白ろう病の労災認定を受けられ
ましたが、当時の労災認定患者は、夏場は労災
打ち切り、「白ろう」が出始めると再認定され
るという面倒な手続きが必要でした。この患者
の経験から、徳島県南部の高知県境に近い地域
に入って、民有林で働く労働者の調査を始めて
みて、多くの白ろう病患者が存在していること
が判りました。しかし、その頃の患者は「労災
認定をされれば、生活できなくなる」という理
由で、労災認定を受ける労働者はごくわずかし
かありませんでした。 
 私が徳島に移り住んで間もなく、伐採に適し
たこの地域の良質の木材は殆ど伐採されてし
まいました。さらには安価な外国産の木材が大
量に輸入されるようになったことも重なって、
県内の山林労働者の仕事は急速に減少し、一部
の労働者は集団で他県に出稼ぎに出たという
話も聞きました。 
 そして、仕事量の減少が深刻化するにつれて、
労災認定を受けたいと希望する白ろう病の山
林労働者が増加しました。私たちの病院にも、
労災認定を希望する労働者が急増したことを
記憶しています。 
 その後、1970 年代の終わりごろから 1980 年
代にかけて、林業労働者の白ろう病から、トン
ネル工夫の白ろう病（振動障害）へと取り組み
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が変化し、拡大しました。それは 1960年頃に、
全国各地で始まった高速道路の建設や新幹線
建設の工事に、徳島県から、主としてトンネル
工夫として出稼ぎに出る労働者が急増したこ
とが背景にありました。特に徳島県県西部（三
好郡）の人達を主体として、「三好土工＝みよ
しどっこ」と呼ばれる大きな集団ができていま
した。この人たちのなかから、「白ろう病」と
「じん肺」を合わせて患った労働者が沢山現れ、
私達の取り組みは一気に拡大しました。土工と
して他県に出稼ぎに出た労働者の増加は高知
県や愛媛県でも同様であったことが知られて
います。 
 その後、私はじん肺の取り組みを若手の医師
に任せ、私自身は現在に至るまで振動障害を担
当してきたという経過です。 
 四国での振動障害の取り組みは徳島から始
まりましたが、その後は四国の他県の民医連院
所と、協力しながら取り組まれました。山田先
生にはしばしば四国にお出かけ頂いたことを
記憶しています。山田先生の他、衛生学教室時
代に山田先生の下で振動障害の研究をされて
いた原田規章先生（後に山口大学医学部教授）
や、公衆衛生学教室に在席されていた榊原久孝
先生（後に名大医学部教授、現公衆衛生学教室
同門会会長）にも多大なご援助をして頂きまし
た。私自身も、国内の学会だけでなく国際会議
でも何度か発表させていただきましたが、その
都度、諸先生方にはいろいろご助言・ご指導を
頂きました。 
 今日、振動障害の労災認定患者数は随分減少
し、往時の 10 分の 1 という少数になっていま
す。新たな患者が減少したのは、山田先生が
1960 年代に岐阜県の国有林労働者に白ろう病
が広がっていることを初めて報告されて以来、
山田先生をはじめ、白ろう病研究に多大な功績
を残された多くの先生方の業績の積み重ねが
あったことを忘れることはできません。特にネ
イルプレステストなどの簡便な健診法の採用、

振動工具を扱う作業時間規制の提案、温浴等の
治療・療養法、さらに工学関係者と協力して振
動工具の改良を進められたこと等、山田先生の
幅広い業績は我が国における学術研究の土台
になったことも明白です。これまでの振動障害
の歴史をつくって来られた山田先生の功績に
は最大限の拍手をささげたい思いです。 
 
 山田先生と私にはもう一つの繋がりがあり
ました。それは私が全日本民医連の理事に就任
していた折、1989 年に総評が解散になり、そ
れに伴って働く労働者のための「安全センター」
も解体されました。山田先生は、全林野労働組
合の白ろう病対策に長く関わり、労働者が安全
に働くには、労働者と医学者が連携することが
極めて大事だと感じておられたようで、安全セ
ンターがなくなった際には、それに代わる新た
な仕組みを切に希求されておられました。 
 山田先生は、京都府立大学の細川汀教授、滋
賀医科大学の渡部信也教授とともに、労働問題
を担当している労働弁護団の弁護士の先生方
や、当時の「統一労組懇」加盟の労働組合全国
組織の有志の方々に呼びかけられて、新たな団
体をつくるために行動をおこされました。民医
連もそれに賛同し、民医連理事会からは私がそ
の準備の役を担うことになりました。その後、
何回か其々の団体の有志が集まり、議論を重ね
てきましたが、残念ながら議論の最中で、私は
民医連の理事を辞することになって、私の役割
は後継者にお願いすることになった次第でし
た。 
「安全センター」の代わりを成す新たな全国

センターは、平成 10 年（1998年）、「働くもの
のいのちと健康をまもる全国センター」（略称
「いの健センター」）として発足し、現在は 31
の都道府県に地方センターが出来て、活動が続
けられています。 
 山田先生は、この「いの健センター」の初代
の理事長として発足の重責を果たされました。
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2 年後に退任されていますが、その際のご挨拶
の中では世界の労働者との連携・協同のとりく
みの大切さを強調されています。ご自身は特に
チェコの林業労働者やイギリスの労働者と古
くから親交があったことが根底にあって、ILO
等国際組織とも連携し、相互に働き掛けること
ができる力量を積み上げる大切さを述べてお
られたのだと思います。このような先生のお考
えも長い人生を通じて貫かれてきた自らの思
想の表れであろうと拝察しています。 
 
 私は、徳島の民医連加盟の医療生協で 50 余
年の長期にわたり、医師として仕事をしてきま
した。この間、一度もこの場所から離れずに医
療の現場で働きました。振り返ってみるといろ
いろなことがありました。とにかく我武者羅に
働いてきたように思います。今も老人保健施設
を併設した診療所で、医療活動に従事しながら、

併せて 300 名の労働者が働く 3 か所の事業所
で、嘱託産業医の仕事にも就いています。この
１、2年は新型コロナ感染症の感染予防や感染
した労働者の医療など、労働者の命をまもり、
職場をまもる活動を労働者とともに取り組ん
できました。50 余年もの長い間、誰のために
何のためにと、これまで絶えず自問自答しなが
ら、自分に期待している人達がそこにいると云
うことを忘れずにいたから、この地で働き続け
ることができたと思っています。それは、山田
先生にご相談した折に、素っ気なく言われたこ
とばの実践なのです。 
  
山田先生、長い間たいへんお世話になりまし

た。心から御礼申し上げます。どうか安らかに
お眠りください。 

    令和 4 年（2022 年）12 月 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

2019 年 5 月 第 92 回 日本産業衛生学会（懇親会会場にて） 
原田規章先生、久永直見先生、樋端規邦、山田信也先生、竹内康浩先生 
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山田信也先生追悼文 
 

 
日本看護協会 名誉会員 
元名古屋大学医学部附属病院 職員   中島 幸江 

  
謹んでお悔やみ申し上げます。 

 
先生との出会いは、夫の中島健二を通してで

ありました。 
夫は、病理学教室へ就職し、1963 年、先生

が第一職組副組合長の時に、医学部職員組合執
行委員に立候補、総務を担当し、先生と出会う
機会を得ました。翌年書記長となり、腰を据え
た医学部民主化へ向けて、ご指導を賜ることと
なり、行政職（二）問題、超過勤務手当の配分、
看護婦の「妊娠５か月になれば自発的に退職し
なければならない」という清交会（看護婦の会）
内規撤廃の取り組み、産前産後休暇・年休取得、

劣悪な看護婦宿舎や労働条件改善、定員割れ状
態に対する人員要求、手術件数制限闘争、複数
夜勤・夜勤制限闘争など次々に取り組むことと
なる中で、たびたび相談に駆け付けました。中
でも手術件数制限闘争における「書記長中島処
分」の動きに対し、先生や岸本先生の教授会へ
の働きかけにより事なきを得たと聞き及んで
おります。 
 
 私は、そのような状況のところへ就職し、寄
宿舎の先輩方に誘われて学習会に参加して、中
島と知り合うこととなりました。1964 年 4 月
結婚式の折には、先生より「略-日本の社会の

つるまい 37 号 昭和 38 年（1963）6 月 24 日 
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変革が勝ち取られる日まで私たちの苦しいた
たかいは続きます。しかしこれに勝ち抜かない
限り私たちの生き生きとした青年の幸せはや
ってきません。そのことのために私たちの青春
をかけてたたかい生き抜こうではありません
かー略」とメッセージを頂戴し、励まされ今日
に至っております。 
 保育所つくりの運動に参加することになり、
公衆衛生学教室若井瑞子先生とご一緒に、仮設
保育所、ひまわり保育所建設、開所、運営など、
医学部 7 者協議会と全学の団体交渉へと発展
してゆき、民主化闘争の一環となりました。 
 
さらに、私は、就職間もない 20 歳の時に、

土屋総婦長より当時の日本看護協会愛知県支
部の准看護婦部会委員を命じられ、所支部長の
もとに、愛知県の准看護婦養成状況の調査を行
い日本看護協会総会において代議員発言を行
い「准看護婦養成停止」について求めました。
その後、いわゆる「准看護婦養成所の生徒が卒

業後お礼奉公を課せられる」お礼奉公問題が社
会問題となり、全国の准看護婦が自発的な草の
根運動による実態調査を行うこととなり、千数
百人の回答が寄せられその集計に困っていた
時に、先生からの助け舟で教室の大型コンピュ
ーターの利用と研究員による指導ご協力をい
ただける支援をしていただきました。先生の寛
容なお取り計らいは生涯忘れられない事柄で
す。初めての全国的な調査を准看護婦の手で
『准看護婦・士白書』発行に至りその後の運動
の糧となっております。 
この取り組みが「全国准看護婦・士看護研究

会」発足につながり、第 2回総会で『准看護婦・
士白書』を発行することができました。続いて、
厚生省「准看護婦問題調査検討会委員」を命じ
られますが、その前後においても私にとっては、
心強い的確なご指導を先生より賜り感謝して
おります。また、第５回准看護婦・士看護研究
会総会において 看護基礎講座：「看護研究の
進め方」の講演に熊本までおいでいただきまし

レジュメ 
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た。働く者の医療・看護の視点で心に届く学習
となり、“研究とは”を改めて考えさせられ、先
生の「白蝋病労災認定」の研究の教訓を学ばさ
せていただきました。 
私は、定年後に愛知県弥富看護学校（2 年課

程通信制）の立ち上げに参加し、図書司書資格
を取得して後輩の育成に携わりながら、最初に
開校した 2 年課程通信制東亜大学付属看護学
院の１期生として、看護教育における通信制教
育の在り方を探求することとし、入学させても
らい看護師資格を取得しました。10 年近くの
教育の現場において還元できたのではないか
と思います。しかし、今日に至っても准看護師
（呼称変更）制度の廃止には至っておりません
が、養成数は激減し、看護職就業者数の看護師
対准看護師の割合も 53％超から 20 数％とな
っております。准看護師から看護師への看護教
育として、「２年課程通信制」が発足して 17 年
になりますことは、運動の成果であることをご
報告いたします。 
 
 最後にもう一つ、名古屋大学職員組合 50 周
年記念誌『歴史に学び今こそ飛躍を～創立 50
周年記念誌～』のことを申し添えます。 
定年後ぶらぶらしている時、50 周年記念誌

発行に向けて、医学部支部 OB として編集委員
にとお話があり、私に務まるのだろうかと不安
でしたが、時間を持て余していましたので参加
させていただきました。先生に、表紙の絵をお
願いに行き、50 周年にふさわしい、力強くて
美しい樹肌と十勝岳の絵とメッセージ「樹齢 
100 年のけやき・もみは、美しく陽に映えてい
ました。50 年の歳月を経た職組がどっしりと、
立ちつづけて 100 年にも達するようのぞみま
す。春を迎え、残雪に映え、春雷の雨後に雄々
しくたつ、十勝岳のようにもあってほしいと思
います。」を提供してくださいました。ずっし
りと根を張る姿と北の地の堂々とした山並み
の絵、メッセージに感動いたしました。 

 
長い間、節々で大変お世話になりました。心

からお礼を申し上げます。ありがとうございま
した。 
私ども二人にとって 60年に及ぶ先生のご教

授は、生き方の基盤であったと感慨深い思いで
す。これからも折に触れ想起しながらご冥福を
お祈りいたします。 

 
2022年 12 月 9 日 
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名古屋大学職員組合 50 周年記念誌 
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短かった 3 年、長かった 35 年 
 

                           
純真学園大学 
山口大学 名誉教授 原田 規章 

 
１ 短かった 3 年 
山口大学での学生時代から社会医学に関心

があり衛生学教室に出入りしていた。1974 年
の卒業後進路を考え、名古屋大学公衆衛生学教
室の神谷先生に手紙を書いた。新幹線の騒音公
害に取り組んでおられた中川先生が徳山（現、
周南市）での住民講演会に来られるとのことで
お会いした。しばらくして中川先生から、衛生
学教室の方が環境が整っているとの理由で、衛
生学教室の大学院を受験するようにとの連絡
があった。当時、山口大学の最終学年の年明け
は臨床修練、臨床卒業試験、国試準備と忙しか
ったが、幸い、院入試に何とか合格できた。入
学後、衛生学教室助教授の山田先生が助手の松
本先生と取り組まれていた振動障害の研究グ
ループに入れていただいた。大学院の 4 年間、
松本先生には指導教員あるいは兄弟子として
親身な手ほどき・ご指導を受けることができた。
私が院 4 年になった 4 月、山田先生は公衆衛
生学教室の教授に選考され異動された。お忙し
い山田先生は新しい教室づくりにさらに忙し
くなられ、従って、大学院生として直接身近で
指導を受けたのは 3 年間と短い。 
「原田君、手を」、衛生学教室に入った最初

に山田先生にお会いした時の話である。学生時
代、現場でのアルバイトが興味深く、苦になら
なかったこともあり、当時の私はタコの目立つ
手掌であった。筑豊の炭鉱従業員（電気技師で
あった）の息子と認識しておられた山田先生か
ら、「労働者の手だな」と合格のお言葉をいた
だいた。当時、医師国試の発表は 5月の連休時
期であった。山田先生は福井県の亜鉛鉱山で削
岩機使用者の振動障害対策を依頼されており、

年 1回の検診と現場調査が 4年間継続された。
1974 年 5 月中旬の 1 週間、最初の現地調査が
行なわれた。振動障害検診は気温が低下する冬
期が望ましいが、原田君が来るので 5 月まで待
ったとお聞きした。調査結果はその日に整理し、
滞在中に労働者に報告するというハードなも
のであった。調査には有機溶剤の研究グループ
にいた院 2 年の久永先生も参加された。久永先
生には山田先生同様、その後長くお世話になっ
た。特に 1990 年の山口大学赴任後は 2015 年
の定年退職まで、学生教育、教室運営など一方
ならないお世話をいただいた。 
 
２ 欧州訪問、山口大学へ 
公衆衛生学教室教授に異動された 1977年の

夏、山田先生は 6 週間の振動障害に関する欧州
訪問を計画された。私は院 4年、山田先生にあ
わせて初めての 4 週間の欧州旅行を計画した。
前後の各 1 週間は個人的な見聞にあて、2週間
を山田先生と行動をともにさせていただいた。
最初の 1 週間はルーマニアで開催された世界
労働安全衛生会議への出席である。私は、経由
地でチケットを買いながらブカレストのホテ
ルで山田先生と落ち合った。大会での発表後、
山田先生は現地テレビの要請に応じて会場で
英語で話をされた。予定された録画時間が 10
秒ほど余ってしまったが、山田先生はしっかり
とテレビカメラを見つめられ、場を形成された。
大会後は現地関係者の案内でブカレスト近郊
の林業現場を見学した。 

2 週目は移動し、当時のチェコスロバキアを
訪問した。やはり林業関係者の案内で、通訳、
運転手を含めた 5 人での乗用車での旅であっ
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た。主に、スロバキアの林業現場を見学した。
合間にブラチスラバではじん肺研究者を訪問
し温泉気候浴を利用した治療も見学した。林業
現場は当然、森林地域であり、のんびりした宿
に宿泊しながらの旅であった。現地での最後の
1 泊は静かな湖畔の宿であり、夕食は湖でとっ
た鯉の料理であった。山田先生はずいぶんくつ
ろがれ、carp とは日本語では恋と発音が同じ
と説明、若いころの奥様とのなれそめを話され
少し驚いた。常に姿勢をくずされない山田先生
のこのようなリラックスされた表情をお見か
けしたことはその後も 1、2度しかない。 
大学院を卒業し、山田先生にご心配いただき

母校の山口大学衛生学教室に戻ることになっ
た。ただし 3 年任期のポストしか空いておら
ず、学部内プール助手としての就職である。3
年経つうちにポストも空くだろうとの話であ
ったが、やはり空かず、山田先生のご尽力で愛
媛大学公衆衛生学教授の木村先生をご紹介い
ただき、愛媛大学で 10 年近くを助手、助教授
として勤務した。 
 
３ 長かった 35 年 

1978年からの 10 年間の愛媛大学では、教室
のテーマであった循環器の疫学を勉強させて
いただきながら、振動障害の課題に取り組んだ。
4 年間の名古屋大学院生以降は、研究に関して
所属教室の教授の指示は一切なく、自らの問題
意識で自由に研究に取り組むことができる恵
まれた環境であった。   

1987 年春、私は英国サウサンプトン大学で
の文部省在外研究員から帰国した。直ぐに、私
の愛媛大学で取り組んだ振動障害患者の自律
神経機能に関する論文を読まれていた山田先
生からお話があり、それを拡張した西日本 4県
の民医連と共同の振動障害全身病態調査が計
画・実施され、名古屋大学とともに担当するこ
とになった。四国は林業が盛んで振動障害も多
発していた。調査は、徳島、高知、愛媛の四国

3 県と三重県で実施された。山田先生の門下と
いえる樋端先生は名古屋大学卒業後、出身地の
徳島で民医連に勤務、理事長として活躍されて
いた。この調査で榊原先生と同様に、樋端先生
は大きな役割を果たされた。また、私は当時、
愛媛大学公衆衛生学教室の助教授であったが、
木村教授のご配慮を得て、助手、院生の 3 人の
全面的な協力を得ることができた。その成果は、
1989 年に金沢で開催された国際手腕振動会議
において 9 演題として発表され、全演題数の１
割を占めた。樋端先生にはその後も、山田先生
から二塚先生を経て私が引き継いだ日本産業
衛生学会の振動障害研究会など、多大なご支援
をいただいた。2006 年から 2 回にわたる振動
障害診断方法に関する厚労省委託研究も、樋端
先生の全面的な協力のもとで徳島と新潟にお
いて実施することができた。 
愛媛大学に赴任後 10 年、山口大学衛生学教

室の教授公募の情報を、今は亡くなられた細川
先生から得た。まだ 40歳前であったが手をあ
げさせていただいた。当時、山口大学医学部含
めてまだ珍しかった応募者によるセミナーを
課せられた。発表は得意でなかったが、全身病
態調査で得た全身寒冷負荷による自律神経系
反応について報告、振動は末梢血管を直接収縮
するのではなく逆に拡張、寒冷などのストレス
環境による自律神経系の過剰反応が、間接的に
末梢血管の収縮をもたらすとの知見を説明し
た。山口と愛媛の生化学教授の繋がりで伝わっ
てきた「面白かった」との感想を得ることがで
きた。幸いに山口大学衛生学教室の教授として
採用され、1990 年赴任した。この自律神経系
反応に関するデータは愛媛大学公衆衛生学教
室院生であった中本先生の学位論文となった。
中本先生には私の赴任後山口大学に来てもら
うことができ、教室づくりにずいぶん助けても
らった。 

2012 年、山口大学定年退職の 3 年前に私は
山口市で日本公衆衛生学会総会を担当するこ
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とになった。助教授として 10 年間私を支えて
くれた中本先生の転任後、産業医大卒業の井上
先生が助教授として活躍してくれていた。しか
し、井上先生は脊髄腫瘍を発症、在職中に亡く
なる不幸があった。総会を事務局長として支え
ていただける人材を探すことが必要になった。
例によって、久永先生に相談、名古屋大学小児
科助教授から厚労省産業医学総合研究所に勤
務しておられた坂本先生を紹介していただい
た。坂本先生については、山田先生からすばら
しい人物として誉め言葉をお聞きしていた。東
京でお会いし、山口に来ていただくことができ
た。坂本先生は名古屋大学の学生時代から山田
先生を尊敬しておられた。山口大学に赴任して
いただけたのは、私が山田先生の弟子であった
からである。山口での日本公衆衛生学会総会は、
坂本先生の事務的な采配、それ以上に隠れたご
支援をいただくことができ、総会は成功裏に実
施できた。 
日本公衆衛生学会総会当時、山田先生は既に

名古屋大学定年退職後 20 年、ご高齢であった
が、英国から後述の Griffin 教授に招聘講演を
お願いしていたこと、坂本先生が事務局を担当
されていることもあり、山口に来られることに
なった。既にかなり認知機能が低下しておられ、
坂本先生と往復の新幹線など心配し、奥様に電
話を差し上げたところ、「どうしても行きたい
のなら、骨は拾ってあげるから行ってらっしゃ
い」と山田先生にお話されているとのことであ
った。総会中は、私や事務局メンバーが泊まり
込んでいた山口市内中心部のホテルに宿泊し
ていただいた。夜半に山田先生から「原田君、
ぼくは宇部にいるのだろうか」と内線電話がか
かってきたり心配した。ちなみに山田先生には
学生講義や研究会など、何度も医学部のある宇
部市に来ていただいていた。結果的に、坂本先
生の手厚い対応のおかげで、大きな問題はなく
名古屋に戻られた。 
 

４ 論文添削 
山田先生は衛生学教室助教授時代から極め

てお忙しかった。私の指導教員である山田先生
に博士論文原稿のチェックをお願いしても、半
年たってやっと返していただき、書き直してま
たチェックをお願いするという有様であった。
もちろん内容が十分でないことは自覚してい
たし、逆に大学院生の原稿をみる立場になって、
人の書いた論文を読むことがずいぶんと大変
であることは身に染みた。私はけっして山田先
生に催促しなかった。山口大学に最初にもどっ
た時、名古屋大学大学院時代に山田先生、松本
先生と現場で調査し学会で発表した内容を和
文論文でまとめ、山田先生に校閲をお願いした
ことがある。5 年たっても返ってこない。デー
タそのものは有用、論文として公表しておくこ
とが必要と思ったので、英文原稿に書き換えて
お送りした。しかし、結局、10年、40 年たっ
ても返ってこなかった。こちらの力量不足はあ
る。連名になっている山田先生には当然責任が
ともなう。しかし、それでは仕事がまとまらな
い...ので、松本先生と相談、山田先生の指導の
もと 3 人で取り組んだ研究データを、あろうこ
とか山田先生ぬきで松本先生と 2 人だけの連
名で論文化させていただいた。しかし、お叱り
を受けることもなく、それらの論文を見たカロ
リンスカの振動障害研究者が、ストックホルム
で企画した国際シンポジウムに松本先生と私
に招聘があった際など、山田先生から何度も呼
び出され、日本での取り組みを適切に紹介する
発表の構成に詰めたご指導をいただいた。  
 
５ 謙虚で信念を貫く、偉大な研究者であった 
鋭敏な研究感覚と影響力、指導性を兼ね備え

た社会医学における偉大な研究者であった。山
田先生の研究業績には、振動障害だけでなく、
ノルマルヘキサンの多発性神経炎など多くの
テーマがあった。それらの研究課題は、その時
代の労働現場に発生し、衛生学教室のかたすみ
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の「労働衛生相談室」に持ち込まれた、現場か
らの課題に対する取り組みであった。振動障害
も山田先生が衛生学教室講師時代、木曽の国有
林のチェーンソー作業者から持ち込まれ、学部
学生の社会医学実習として取り組まれたこと
も端緒と理解している。その記録は武谷三男の
岩波新書「安全性の考え方」に山田先生が書か
れている。一方で、山田先生はその調査内容を
ガリ版刷りの手製の報告書として作成され、衛
生学教室の図書室に１冊保存されていた。部数
も少なく山田先生が大事にされていたその報
告書を、後年、私も山田先生から 1冊いただく
ことができた。 
どの時代も、偉大な先駆者には行き過ぎが伴

いがちである。特に野心的な研究者の場合、そ
の知見や発言には怪しさが伴っていることも
少なくない。根拠のないデータを作り上げる研
究者の存在も社会的に問題になっている。山田
先生は個人的な野心家ではなく、社会における
健康問題解決に強固な問題意識を終始持って
おられた。ごまかすことなく、信念を貫かれた。
名古屋大学公衆衛生学教室には優秀な人材が
揃っていた。しかし、山田先生の周囲が認める
研究者としての大きさから、すれ違いを生じた
先生方も少なくなかったように思う。その中で
榊原先生は淡々とした誠実な人柄で山田先生
と長く波長があっていた。私は衛生学教室での
院生としての最初の 3年間を除き、日常的に指
導をいただく環境になかったため、結局、一定
の距離感で、ある意味、良い...立ち位置であっ
た。 
 
６ 英国サウサンプトン大学 Griffin 教授 

Griffin 教授は山田先生が積極的に培われた
国外研究者との交流の中で、一番の知己であっ
た。同教授は 1989 年の金沢での国際手腕振動
会議において山田先生が報告された日本の林

業での取り組みを高く評価され、以来、山田先
生と 20 年以上、密接な交流を継続された。
Griffin 教授は振動の生体反応について誰もが
一目置く第 1人者であり、同教授が長年の研究
成果を体系的にまとめられた Handbook of 
Human Vibration は、この領域の研究者のバイ
ブルとして高く評価されている。Griffin 教授
は常時 20 名を超える研究員を擁し、その中に
は私も含め延べ 10名を超える日本からの研究
留学生も受け入れていた。山田先生は定年退職
後もサウサンプトンを何度も訪問された。最後
のころはやや認知機能が低下しておられ、移動
中にスーツケースを見失われるなど、Griffin
教授にお手数をおかけした話を現地の研究者
からお聞きした。Griffin 教授は癌に罹患され、
山田先生より数年早く 2019 年に 70 代半ばの
若さで亡くなられた。山田先生はご高齢になら
れていたため、Griffin 教授のご逝去を認識さ
れなかったと思う。 
 
７ 最後に 
山田先生の追悼文を書きながら、結局は山田

先生との大学院生 3 年間のその後の研究生活
における重さを再認識した。山田先生は私の生
涯の師であった。喪中はがきを同時代の人たち
の訃報として受け取ることも多くなった。私も
いずれ山田先生にお会いすることになる。まだ
返していただいていない論文原稿についてお
尋ねし、不十分さにお叱りをいただくことも遠
くないことかと思う。逆に、それで原田君、日
本の振動障害は解決しましたか？、と怖い質問
が待っている...最後に、衛生学教室の竹内先生、
小野先生、公衆衛生学教室の小林先生、宮尾先
生、福岡から名古屋大学に研修に来られていた
橋口先生など、山田先生に関わってお世話にな
った多くの先生方のことを記せなかったこと
を申し添えねばならない。
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振動障害研究会懇親会  
Griffin 教授と山田先生 
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思い出すことども 
 

  
愛知学泉短期大学 
元名古屋大学医学部 講師（衛生学講座）   久永 直見 

 
１．「いのち」勉強会 

1968 年の冬、私が医学部 1 年生のときだ。
山田先生が 1 年生向けに社会医学の勉強会を
開くから来ないか、と誘われた。誰がゼミ室に
集まったか、憶えがないが、10 人足らずだっ
たと思う。皆に「月刊いのち」3 巻 1号（日本
労働者安全センター、1968 年刊）が配られた。
表紙に特集「労働者のいのちと健康とくらしを
守る闘いのために」とある全 81 頁、200 円の
冊子だった。筆者は、当時 38 歳の山田先生で、
多くの職場調査、患者の事例、全国統計を用い
て、主題について平明、縦横に論じていた。冊
子（写真 1）は今も手元にある。中は私が引い
た赤線だらけだ。ある製鋼工場の労働者の全血
比重が、低位職階ほど低かったという話が、記
憶に残った。私は、この頃に社会医学に進むこ

とをほぼ決めた。  
当時は、名大医学部民主化運動のさなかであ

る。冊子を今読み返すと、先生が多忙な中でこ
れだけのものを執筆されたことに驚嘆する。 

 
２．教室に入ります 

1972 年師走の夕刻、私は、臨床研修中の掖
済会病院を抜け出して衛生学教室に挨拶に伺
った。当時、医局と呼んでいた部屋に先生が一
人でおられ、牛乳を鍋に入れてストーブで温め
ていた。激励の言葉をいただいて辞去したが、
忘れられない一コマである。 

 
３．教授会団交 
「ちょっと、待ってください」。教員から学

生まで多数が詰めかけた第四講義室の後から
鋭い声が飛んだ。皆が振り向くと、声の主は山
田先生だった。 
ときは 1970 年代の前半。ある教授選で、教

授選考委員会が投票で決めた候補者の順位を
覆すことになりそうな決定を教授会がしたこ
とについて五者協の教授会団交が開かれてい
た。選考委員会決定の尊重を求める五者協側に、
教授会側は無記名投票の結果としての逆転だ
からやむなし、との平行線で議論は膠着。教授
会側に押し切られそうになっていた。先生は、
医学部民主化の経緯、何が大事かを諄々かつ
滔々と述べた。誰も反論し難い、流れを変える
発言だった。発言の終りの方で先生が、オリン
ピックの 100m 走の順位が 0.1 秒差であって
も、審判がそれを変えたら暴挙だ、それに匹敵
する、と述べたときには、一同、「ソウダーッ」写真 1．社会医学勉強会の教材 
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という感じで、かつ座が和み、教授連も苦笑い、
の状況になった。その後、選考はあるべき形で
決着した。 

 
４．公衆衛生学教授選考 

1976 年末、公衆衛生学教室の教授選考は終
盤に入り、絞り込まれた候補者の評価を委員が
述べる段階に進んだ。私は、投票権のない大学
院生委員として教授選考委員会に出ていた。私
見では、山田先生は学問業績でも他候補を凌駕
していたが、社会医学に詳しくない選考委員も
いる。そのうえ、先生には、無罪判決とはいえ
大須事件の被告であった消せない過去があり、
マイナス材料になるおそれがある。私は、注意
深く各委員の発言を聴いていた。と、その時、
他学出身で先生との接点が乏しく、選考委員会
でも言葉少なく聞き役に回っていた教授が口
を開いた。「このノルマルヘキサンによる多発
神経炎というのは、日本初の報告ということで
すか？」。すかさず、当該教室委員が世界初の
発見である旨を説明した。すると、教授は、「そ
うですか。私は、山田さんが最適の候補者だと
思います。」と明言した。決定的な発言だった。
普通、選考委員は、誰が一番とまでは言わない。
私の懸念は吹っ飛び、教授の公平な判断に感激
した。峠を越えた委員会は、この後、清流を下
るように進行した。 

 
５．夜の研究室で 

1977 年 5 月、先生は、基礎棟 1 階の衛生学
から 4 階の公衆衛生学に移った。先生と話す機
会は減ったが、夜、ときどき、私がいた四人部
屋に来て、「最近は何をしている？」と声をか
けてくれた。私の話にいろいろ助言してくれた
が、先生が一番言いたいことは、「ほんとうに
労働者のためになる研究と実践をしている
か？」、「今、君にとって最も重要なことをして
いるか？」であった。私はいずれも不合格であ
ることを自覚しており、模索、努力はした。し

かし、実のところ、未だに答えを出せていない。
ただ、それらの問いかけを自分なりに反芻した
ことが、フィリピン、韓国、マレーシアでの国
際協力と労働省産業医学総合研究所への就職
という進路選択につながった。 

 
６．先生夫妻のマレーシア来訪 
私は、2000 年から 2 年間、マレーシア国立

労働安全衛生研究所で JICA協力プロジェクト
の要員として働いた。その折に、現地から年賀
状を先生に出したところ、現地をみたいとの連
絡があり、2002 年 9 月に夫妻での訪問が実現
した。私の方では、振動障害に関する講演会、
振動工具使用者の調査と若干の観光を用意し
た。 
講演会には、クアラルンプールの官・民・大

学から約 50 名の参加があった。多くの人にと
って、本格的な振動障害の講演は初めてで大成
功であった。 
振動関連の調査の方は、労働基準監督官と相

談して、マレー半島中央部に作られた霞ヶ浦の
倍ほどのダム湖である Kenyir 湖に沈んだ熱帯
雨林の樹木の伐採について行うこととした。現
地は、ジャングルトレッキング中の観光客が象
に襲われ死亡した事件も起きた奥地である。そ
んな山奥の湖で、タイの東北部の山奥から来た
出稼ぎ労働者が、圧縮空気駆動のチェンソーで
潜水伐木していた。潜水病が多発し、何人も死
んでいた。振動障害に関する専門家の来訪は初
めてだった。船着き場からスピードボートで 1
時間（写真 2）。現場には大型筏のような作業
船が浮かび、タイ人労働者が寝泊まりしていた。
送気ホース直結の水中眼鏡を着けた労働者が、
水深 30m まで潜って樹を伐る。潜水していっ
た湖面に拡がる気泡を、大変な作業だなと眺め
ていたら、先生が「久永君、樹を伐り始めたぞ。」
と言う。何で分かるのですかと聞くと、「よく
見なさい。泡に木屑が混じって色が変わってき
た。」言われてみれば、そのとおりだった。先
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生の観察は鋭い。5分ほどで切られた樹ととも
に人が浮上してきた。通訳を介した先生の診察
（写真 3）の結果、筋骨格系症状、めまい、痛
覚鈍磨などが多いことがわかり、同行した行政
関係者も対策の重要性を認識した。調査中、私
は、昔と同じく活き活きとした先生の姿に接し、
いくつになっても先生には現場が一番だと知
った。 

 

 

７．先生夫妻と韓国訪問 
私が愛知教育大学勤務になって間もなく、先

生から初めての韓国旅行の途次、労働衛生関係
者と交流できないだろうかとの相談があった。
旅行は 2006 年 5月に実現した。訪問先は、ソ
ウルの源進労働環境健康研究所にした。この研
究所は韓国労働衛生史における一大画期とな
った源進レーヨン二硫化炭素中毒集団発生事 

 

 

写真 2．ダム湖の現場に向かう船上の山田先生夫妻とマレーシア政府人的資
源省労働安全衛生局のザイナル・アビディン医師 

写真 3．船上でタイ人労働者の痛覚を検査する山田先生 
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件に取り組んだ在野の人々によって緑色病院
とともに設置された施設である。私は 1993 年
から 1 年間、韓国産業安全公団産業保健研究院
で JICA協力プロジェクトに従事しており知人
は多い。先生の訪問先は在野の機関がよいと考
えた。先生は、日本の振動障害予防対策をまと
めたパワーポイントを用意した。驚いたのは、
先生が翻訳ソフトを購入して、韓国語に翻訳し
ていたことである。十分、意味は通じた。交流
会には、任祥赫（イムサンヒョク）所長や若い
研究員だけでなくソウル大学の白道明（ペクド
ミョン）教授、さらには山口大学の原田規章教
授も来てくれて、日韓の振動障害研究について
議論することができた。白教授は、私の在任中
の仕事相手で、「韓国の山田先生」のような人
である。 
 
８．そのメモをください 
 2014 年に社会医学会が名古屋で開催された。
その折に、先生が研究と実践について自由に語

る特別セッションが設けられた。久方ぶりに先
生の話を聞けると、多くの人が集まった。先生
は、数枚のメモを片手に思いのたけを述べられ
たが、途中で制限時間になった。先生は最も言
いたいことを残して切り上げたように、私は感
じた。その帰り道の地下鉄に、先生と学会長を
務めた柴田英治先生と私が乗り合わせた。この
機会にと思い、私は先生に先ほどのメモを見せ
てもらった。細かい字で沢山書いてあり、先生
の下車駅が近い。そこで、「先生、そのメモを
ください。」と頼んだところ、先生は真面目な
顔で駄目だと答えられた。残念な反面、先生は
まだやる気だなと安心もした。その後、山田先
生のお顔をみたのは、2019 年の加藤延夫先生
の卒寿お祝い会が最後で、言葉を交わす時間は
なかった。 
 
９．先生の思い 
 私は、先生から多くのことを学び、心から感
謝している。先生は、多くの学問的業績と社会

写真 4．2006 年、韓国源進労働環境健康研究所を訪問 
左から 原田規章（山口大教授）、山田節子夫人、山田信也先生、白道明（ソウル大教授）、久永直見 
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実践の足跡を残された。しかし、先生は、進歩
と後退が渦巻く世の行く末を案じつつ、旅立た
れたと思う。こころ安らかにとは言えない思い
を胸に逝かれたと思う。その一つは、深くは触
れないが、公衆衛生学教室の教授としての日々
ではないだろうか。公衆衛生学教室には、私が
尊敬する中川武夫先生をはじめとして 10 指に
余る有能で活力に溢れた若者が集まっていた。

1 個の教室は、それらの若者を入れる器として
は小さすぎたように思う。衛生学教室にいた私
にも軋みが聞こえてきたが、非力で何のお手伝
いもできなかったことに、忸怩たる思いがある。
しかし、元若者たちは皆、それぞれの所を得て
活躍している。先生の魂魄には、いま暫くこの
世にとどまり、皆の仕事ぶりをみてほしいと思
う。 
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山田信也先生の思い出 
 

 
 

 仙台錦町診療所・産業医学健診センター   広瀬 俊雄 
 

あまたある医学部の中で、私がまず思い出
すのは、名古屋(愛知県)の大学です。その理
由の大きな一つは、山田信也先生と出会い・
御世話になったことだと思います。御会いし
た以前に、医学生時代の思い出があります。
1965年の冬、東北大学医学部 2 年の私は、名
古屋に行きました。もちろん初めてでした。
それは「全国学生文化大会（のように思いま
す）」でした。私は、高校時代英語が苦手で
(とても厳しい先生が担当していて怖くて勉強
に邁進出来なかったのですが)、大学に入っ
て、「苦手に向かおう」の精神からで、ESSに
入部しました。当時は学生運動が活発で、か
つ封鎖する組織もあり、国が東北大学から突
然教育学部(だけを)分離する方針を出し、大
学当局が、さっさと合意したものですから反
対運動が拡がり、ピーク時は「学生・職員計
4000人のデモ」もありました。文科系サーク
ルも、様々困難がある中、「文科系サークル協
議会」が発足し、サークル内で総務だった私
が初代の議長になって、名古屋に行くことに
なったのでした。「その会合で山田信也先生に
御会いした」だと、バッチシなんですが、そ
うでは無かった訳ですが、①寒いお寺にごろ
寝、②翌朝、数十センチの大雪、③千葉大か
らの学生がすぐ近くに座っていて、その代表
が、従姉で『ビックリ』で、名古屋の印象色
濃く残った次第です。その後、東大安田講堂
封鎖解除闘争、医学連・医学連連、医師にな
ってからは、公害への運動、民医連呼吸器疾
患研究会、労働者健康問題研究会、塵肺・石
綿疾患の取り組み等々多彩な活動では、必ず

と言う程、名古屋の方々がいましたし、山田
信也先生追悼文集実行委員会の面々とも何度
もお会いすることになる訳でした。 
 
§山田信也先生の体力に感服 
 東北大学医学部・坂総合病院(塩釜)での初
期研修、東北大学医学部呼吸器科での「内地
留学」を経て、呼吸器科＋産業医学科科長を
拝命し、日本産業衛生学会に入会してから
は、基本「独学」ですので、勉強の場は学
会・研究会となり、「破格の頻度での学会参
加」を認められていました。学会会場周辺を
歩いていますと、山田信也先生を先頭に、弟
子の先生方がその後を、追いつかんと速足で
ついて行く様子をいつも眺めておりました。
「君も来なさい」と会場や食事の場に誘われ
まして、いつも一人参加ですから、とても助
かりました。 
 先生が「はくろう病」の先駆者であること
は、NHKの特番で知っていましたので、東
北地方で振動病診療が始まろうとした時に、
先生を御呼びしました。会場は、秋田民医連
中通病院、医療職と労組幹部一緒にでした
が、何と「3日間の集中講義」のプログラ
ム、御弟子さんも話されるのかと思いました
が何と講師は先生だけ、3 日間通して御話し
(続け)られたのにはびっくりでした。「すごい
体力」と感心しました（私も、医学部の講義
や産業保健総合支援センターで話すことは
多々ありましたが、２～３時間の講義で大抵
疲れてました）。この長時間「授業」の内容
は、しっかり記録し、その後の診療に大変役
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立ちました。今でも忘れないのは、「木曽での
山中で寝泊まりしている労働者が、肩から肘
にかけて痛みがひどかったが、天井から紐を
垂らして腕を宙に置くと良い」の御話しでし
たが、「これは役立つ」と思い、皆さんにお勧
めし、大変好評でした。 
 ある時、「宮城にいってやるぞ」とおっしゃ
って下さりましたので、1991 年 11 月、第 20
回宮城民医連学術集談会の講演を御願いしま
した(座長は私)。演題は「地域で予防と医療
を結びつける」で目一杯、精力的に御話しさ
れました。参加者に強い印象を与えたエピソ
ードとして、聴いていたある小児科医が、「公
衆衛生教室に勉強に行きたい」と希望しまし
た。次に「内地留学」に行く計画があったこ
とから、「今は無理、少し待って」の返事が科
長から出されました。あれこれあったのです
が、この方は退職・開業となりました。貴重
な人材を失う事になりましたが、この医師の
想いは継続し、私等の環境関連の調査等には
積極的に参加してくれています。山田先生の
「迫力」を示した例かと思います。講演の前
後に、最大限労働者・労組と話し合い出来る
ようにせいの「指示」が出て、取り急ぎ、そ
の「場」を設けました。私の業務も止めて同
行しました。その中の 1例で「全労働宮城役
員との懇談」がありましたが、先生は、「皆さ
ん、過重労働はないですか」とやさしく問い
掛けました。委員長は、「労災申請が多くて、
調査や資料作りで夜遅く迄働いて、疲労困憊
です」と話しました。「どんな具合何ですか」
と聞くと、「広瀬先生からのが多いんです」
と。とたんに、「広瀬君、労働者が迷惑してま
すよ、少し手加減しなさい」と言われてしま
いました。 
 
§ 働くもののいのちと健康を守る全国センタ
ー創設の「秘話・逸話」 
 山田先生と滋賀の渡辺真也先生、大阪の細

川汀先生の三人が「働く人のいの健センタ
ー」設立に乗り出しました。諸々ありまして
「頓挫？」し、「後はよろしく」の御葉書が関
係者に届き、「民医連と全労連」等で仕切り直
しする事になりました。民医連としては、全
日本民医連労働者健康問題委員長の私が主担
当を担い、関係者と上京の度に相談をしてい
ました。日本産業衛生学会理事長であった島
正吾先生が御逝去されて、御葬式に参列する
為に名古屋に伺った時、前日の夜、山田先生
から呼び出しがあり、上畑鉄之丞先生が宿泊
しているホテルに行きました。山田先生は、
主に、ヨーロッパでの歴史を話され、「二人が
協力して『センター設立』を進めて欲しい」
とのお話でした。その場での上畑鉄之丞先生
の構想は、「医師・学者・弁護士がしっかり軸
となる組織にしなければならない」でした。
問われて、私は、まずは、「労働者・自営業者
を軸とし、医師・学者・弁護士はその支援
に」とお話をしました。二人の構想は、かな
り離れた考えでしたが、夜も遅くなっていて
「又の機会に」なりと解散しました。後日、
山田先生から長文の御手紙が届き、「あなたの
『働く人が先頭に立つ組織を』の情熱に感動
した。自分の考え変えずに頑張ってくれ、上
畑先生が指摘したように今の労働者・労組に
力不足がある、そこをあなたが変えていくよ
うに」でした。以来、私は主だった労組の幹
部との話し合いをすると共に、「出来るだけ講
演する場を」「出来るだけ、泊まり込み」「懇
親の場」をお願いして周りました。賛同組織
も増える中、「センター設立」にこぎつけまし
た。そこに、「山田先生が理事長になられた」
の情報が入り、びっくりして先生を訪ねまし
た。先生からは、「そういうことだから、余生
を掛けてやることにした。君の考えは、以前
聞いていたので、君の協力を貰う訳にはいか
なくなった」という御話でした。私からは、
「分かりました。よろしくお願いします」と
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御伝えし、全国センターに関わる役目は辞す
ことになった訳です。自分なりの「構想」は
ありましたので、地元宮城には、「労組・民
商」からなる宮城センターを結成し、顧問を
引き受けました。仙台錦町診療所・産業医学
健診センター創設以来、過労死や塵肺・石
綿、環境問題を進めてきた「宮城県働く人の
健康と環境改善をすすめる会(歴代の会長は科
学者会議から・事務局は仙台錦町診療所・産
業医学健診センターに、私は事務局長)も、科
学者、医師・医療職、弁護士、社労士中心に
再結成し、宮城センターを援助することを活
動方針に明記し、全国センターにも加盟しま

した（よって宮城には加盟組織は仲良く２つ
あります）。 
そんなこんなで、先生が全国センター理事

長就任後は、じかに話を伺う機会は無くなっ
てしまいましたが、「いの健センター」が発展
してきた今を思うに、先生の御尽力に感謝
し、引き続き可能な役割を果たしていきたい
と思っているところです。 
 
山田信也先生、沢山の御援助・御指導あり

がとうございました。安らかに御眠り下さ
い。 
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山田信也先生を偲んで 
 

 
国立大学法人東海国立大学機構 機構長 

前名古屋大学 総長   松尾 清一 
 
私が名古屋大学に入学したのが 1970 年 4

月、東山キャンパスでの 2 年間の教養部生活
を終えて鶴舞キャンパスの医学部に進学した
のが 1972 年、山田信也先生が教授になられ
る前のころだったと思います。 
山田先生は私が医学部を卒業した翌年の

1977年から 28 年間、教授として日本の労働
衛生分野をけん引してこられました。私自身
は山田信也先生の教えを間近で乞うたことは
ありませんでしたが、チェーンソーを使用す
る労働者の障害（白蝋病）が職業病であるこ
とを科学的に証明されたことはあまりにも有
名でした。日本の高度経済成長は一般的に
1955 年から始まり 1973 年のオイルショック
によって終わったとされていますが、19 年間
にわたって GDPが年率 10％で成長し、その
間、日本は産業構造の大転換、人口大移動、
大量生産大量消費によるモノの豊かさが急速
に進行しました。一方で、水俣病やイタイイ
タイ病、四日市ぜんそく、光化学スモッグな
ど、環境破壊による負の側面が前面に出たの
も、この高度経済成長期からだと思います。
「公害」という新たな言葉も生まれ、1967年
には「公害対策基本法」が制定され、1971年
には環境庁が発足しています。また経済優先
の政策の中で、日本全国で多種多様な労働障
害が生じたものと思われますが、これに科学
的にメスを入れることは、当時としては大変
勇気の要ることでもあり、また科学的論理的
な資質を身につけなければなし得なかったと
推測します。山田信也先生は間違いなくわが
国の労働衛生学をけん引してきた巨人であ

り、山田先生らを中心に、名大医学部には全
国最多の 4 つの社会医学系講座が設置され、
まさしく我が国の社会医学をリードする一大
学派が形成されました。山田先生はその揺る
がぬ信念と高い志、燃えるような情熱で職業
病の複雑なメカニズムを科学的に解明すると
ともに、社会医学の専門、非専門を問わず、
多くの若手研究者や学生に大きな影響を与
え、多くの人材を育ててこられました。そし
てこのよう社会実践を伴う学問活動は当然、
医学部運営や医学教育にも及ぶところとな
り、山田信也先生は常に大学改革の精神的支
柱であったように思います。その基本は、For 
The Publicの精神ではなかったかと、やや独
断的に思っています。 
さて、世は移り、日本は 1992年のバブル

経済崩壊以来 30 年余にわたって社会経済の
長期低迷が続いています。AI やデジタルトラ
ンスフォーメーションの進展は人類社会を一
変させました。しかしここでも、地球温暖化
による気候変動、経済格差の加速度的進展、
戦争や侵略が行われ核戦争をも予見させるよ
うな国同士の覇権争い、深刻なエネルギー・
食料問題など、複雑で解決困難な課題が山積
しています。わが国では戦後、先人が先見の
明をもって築いてきた国民皆保険・皆医療シ
ステムなど世界に誇る社会保障制度は今や風
前の灯火になっているように思えます。この
ような中で、何より我々の心胆を寒からしめ
ているのは、この国の未来を開いてゆくグラ
ンドデザインやそれを着実に推進する具体的
なアクションプランが見えないことです。約
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半世紀前に、社会医学者として社会のひずみ
を正す勇気ある行動を貫かれた山田信也先生
が今という時代をどのように見ておられるの
かお聞きすることは、今は叶いませんが、こ
れからの時代を切り開いてゆくのは残された
我々自身です。私は、2020 年にわが国で初め
て、国立総合大学が県境を越えて法人統合し
てできた新しい国立大学法人、東海国立大学
機構（以下、東海機構）の機構長を務めてい

ます。東海機構の理念は、「Make New 
Standards for The Public、知とイノベーショ
ンのコモンズの実現」です。国立大学が地
域、日本、そして人類が直面する課題解決に
貢献する社会の公共財として新たなスタンダ
ードを創ることで、山田信也先生から感じ取
った理想を実現したいと考えています。山田
信也先生のご冥福を、心からお祈りいたしま
す。 
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山田信也先生との出会い 
 

 
 

弁護士 水野 幹男 
 
山田信也先生との出会いは、愛知労災職業病

研究会でした。研究会は、1973年 11 月から約
4 年間にわたり名古屋大学医学部衛生学教室
で開かれ、山田信也先生の指導のもと、医師、
弁護士と労働者との協同の学習・研究の場とな
りました。私が弁護士になって 4 年目頃のこと
です。 
 当時は腰痛や頸肩腕障害の労災認定が社会
的に問題になっている時期で、研究会の発足当
初は、主に労災や職業病との闘いの経験交流、
狭くて且つ厳しい労災認定の問題などでした。
1974 年 12 月から 1 年間は、各職場における
深夜交代勤務の実態や問題点の報告とともに、

交代勤務職場における労災事故や過労死も取
り上げられています。衛生学教室の若手研究者
であった竹内・久永・松本の各先生も参加され
ていました。私も深夜交代勤務の職場で発生し
た過労死事件の判例をいくつか報告していま
す。想えば、この研究会における裁判例の報告
をきっかけに、私は弁護士として過労死や過労
自殺の問題にとり組むことになりました。 
 山田信也先生は、学者であるとともに卓越し
たオルガナイザーでした。 
山田信也先生の生前のご指導に改めてお礼

を申しあげたいと思います。 
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山田信也先生から頂いた質問 
 

 
 

 名古屋大学大学院医学系研究科 教授（国際保健医療学・公衆衛生学）   八谷 寛 
 
山田先生は、1990 年に名古屋大学に入学し

た私の指導教員でした。1年生時の、予め定め
れたある曜日の午後に、山田先生を指導教員と
する他の学生と一緒に山田先生の部屋を訪ね
たことがありました。棚から取り出された何台
かのチェーンソーとともに、白ろう病に関し詳
しく話を聞きましたが、部屋を出る頃には、既
に黄昏時でした。その後の学生時代には、残念
ながら山田先生から直接ご指導頂く機会は多
くはありませんでしたが、山田先生が感化され
た先生方から社会医学の魅力について学ぶこ
とができました。特に、衛生学教室の久永直見
先生にご指導頂いた社会医学入門実習におけ
る外国人労働者の健康問題に関する調査のフ
ィールドワークの体験はとても楽しい、充実し
た社会医学への first exposure でした。山田先
生の最終講義では、社会階層による棲み分けの
事実と命についてのデータを示されたことが
印象に残っています。 
大学院に入学した頃、山田先生は名誉教授で

したが、忘年会の時に、八谷君はどんなことに
関心がありますか、と尋ねてくださいました。
私は大学院に入ったものの、方向性が必ずしも
定まっておらず、漠然としかお答えできません
でしたので、歯ごたえがないとお感じになられ
たかもしれません。 
その後、毎年の同門会あるいは忘年会でお会

いしました。その間、水野宏先生を偲ぶ会や公
衆衛生学教室 50 周年の会もありました。山田
先生のスピーチはともすると長く司会者泣か
せの時もありましたが、とても滑らかで、情景
を豊かに描き出し、いつも惹きこまれるもので

した。 
私は大学院時代から、山田先生の後任として

着任された豊嶋英明先生の指導を受けて生活
習慣病に関する職域コホート研究に携わって
きていますが、何かの会の帰りの電車の中で、
私に対し、「実際に職場へ行って働いている人
の声を聴いていますか、どんなことに困ってい
るのか、どんな生活をしているのか、わかろう
としていますか」と問われ、はっとしました。
データばかりに注目して、そのような観点はほ
とんどなかったからです。また、ある学会の終
了時に、これだけの議論を行って、ここだけで
終わるのはもったいないし、同じことを繰り返
して先へ進むことはない。記録に必ず残すべき
だとご指導頂きました。これらのことはとても
強い印象を私に残しました。 
 実は、今回の追悼文集作成にあたり、山田信
也先生の特に衛生学教室時代の頃の生き生き
とした姿の多くを初めて知りました。一方で、
公衆衛生学教室に移られてからは、教室の管理
運営に加え、同門会誌の発行や社会医学研究会
の運営などに心を尽くされたことが改めて理
解されました。例えば、同門会誌には、山田先
生の次のような言葉がありました。『私は、そ
れまでの公衆衛生学教室の仕事の流れを生か
しながら私の仕事の流れをうまくあわせ、新し
い時代にふさわしい流れを育てたいと考えま
した（1989年 12 月、第 2 号「公衆衛生学教室
の昔と今」）。』『水野先生の時代の公衆衛生学教
室は、日本の社会の大きな問題であった環境公
害の研究と実際の活動でのパイオニア的存在
でした。その学問や社会へのインパクトは大き
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いものであり、その中心であった大橋先生や中
川先生の努力は貴重なものでした。公衆衛生学
の教室へ移って、こうした活動の実際のなかに
入れて頂いたのですが、あらためてその意義の
大きさを痛感しました。（中略）しかし、この
時代の私には、こうした若い皆さんの創意を活
かし、その力を伸ばしていく上での努力が不足
し、また民主的な教室運営を進めていく上では、
未熟なことが多かったと反省することが多々
ありました（1994 年 1 月、第 6 号「振り返っ
てみて」）。』 
ところで、2010年同門会誌へのご寄稿に『2

月になって先輩の岡島光治先生（昭 29 卒）か
ら頂いたお葉書は、私の元気を呼び覚ます嬉し
いお便りでした。それには、学友会から出版さ
れた明治以来の名大医学部学友時報の記録を
読んでいて、平成 4 年（1992）版の部分で、私
が記した連載記事（10回シリーズ、"白ろう病

に取り組んで"）を読み、感銘を覚え、一筆記し
た、ということが記されていました。暖かい激
励を頂いたような思いで、私のライフワークと
して続けている"「振動障害―白ろう病」取り
組みの 40 年"の記録の整理に励みがつきまし
た。』とありました。私は、2000 年から教員を
務めさせていただいた名古屋大学から 2012年
に藤田保健衛生大学（現藤田医科大学）の公衆
衛生学教室に小野雄一郎先生の後任として異
動しました。岡島光治先生（故人）には、私が
ミネソタ大学の同じ流れをくむ研究室に 2010
年まで留学していたことから、それ以来、大変
懇意にしてくださいました。 
多くの偶然かつ必然の出会いに支えられて

今の自分が形作られていることに感謝します。
山田先生から頂いた質問に答えることができ
るよう、研究の質を高め、後進の育成に励んで
いきたいと思います。 

公衆衛生学教室同門会（2007 年 6 月） 
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ホーム > 中部森林管理局_名古屋事務所 > home > 展⽰チェーンソーについて

展⽰チェーンソーについて

チェーンソーについて

現在、展⽰しているチェーンソーは、⻑年にわたり職業病である振動障害の研究と対策にあたられた名古屋⼤学名誉教授 ⼭
⽥信也先⽣より、平成13年10⽉に当時の名古屋分局に寄贈いただいたものです。

チェーンソーの歴史

チェーンソー（ガソリンエンジン）は、1918年アメリカにおいて開発されたのが最初といわれ、全重量は95Kgにも及ぶ巨⼤
なものでした。

 その後、1929年にドイツで2⼈⽤、4サイクルガソリンエンジン、重量64Kgの機種が完成し、アメリカでは1938年に重量36
〜54Kg、1941年には54〜64Kg、2⼈⽤2サイクルガソリンエンジンが実⽤化されました。

 ⽇本では、1920年頃、ドイツ製の重量67Kg、4⼈⽤が⻘森⼤林区署(現在の森林管理局)に導⼊され、貯⽊場において⽟切試
験に使われ、1947年には重量38Kg、2⼈⽤4サイクルガソリンエンジンが実⽤化されています。

 1950年代には重量⼗数Kg、1⼈⽤が各国で開発され、1960年代に⼊り、重量10Kg以下の機種が各国で⽣産され世界中に普
及しました。

 現在は1⼈⽤2サイクルエンジンが主体となっています。

振動障害防⽌への取組み

1960年代に⼊るとチェーンソーを使⽤している⼭林作業者に障害が発⽣し始め、⼭⽥先⽣らによる調査・研究の結果、チェ
ーンソーによる振動障害であることが判明し、1966年に振動障害を職業病と認定するに⾄りました。

 先⽣は、名古屋⼤学医学部衛⽣学教室において、1964年から国有林における振動障害の研究のため、当時の名古屋営林局管
内の国有林に幾度となく⾜を運ばれ、第1段階では健康診断⽅法の開発、第2段階ではチェーンソー等の使⽤時間規制のための
基礎資料の作成、第3段階ではチェーンソー等の機械改良の労働衛⽣学的な評価と改良の促進、第4段階では障害を受けた⼈々
の療養について研究されました。

 先⽣の研究は、チェーンソーの⼩型化、時間規制、保温対策の徹底など振動障害の予防及び治療⽅法等に⼤きく寄与すると共
に、新たな振動障害者の発⽣をくい⽌めるなど⼤きな成果を上げました。

参考︓「林業機械ハンドブック」スリーエム研究会(1991)ほか

展⽰しているチェーンソー

機種 写真 特徴等

マッカラー
 SUPER-PRO80

 1971(昭和46)年
 ⽶国マッカラー社
 排気量80cc

マッカラー社のチェーンソーは、「⻩⾊
のマッカラー」の愛称で多くの⼭林作業
者に愛⽤されました。このチェーンソー
は、⾼出⼒・⾼速回転が魅⼒で天然林伐
採に威⼒を発揮しました。この機種に付
いているハンドルをラップラウンドフレ
ームハンドルといいます。これにより左
右⾃由に使えるようになっています。

RH600A
 1978(昭和53)年

 ヤンマーディーゼル社
 排気量57cc

1974年にヤンマーディーゼル社から世
界初のロータリーエンジンチェーンソー
RH57が発売されました。ロータリーエ
ンジンは、従来のピストン運動によるエ
ンジンとは異なり、往復運動がなく回転
運動によることから、振動や機械的騒⾳
も⼩さく、振動加速度は0.5Gの低さ
で、従来の3分の1となりました。この
チェーンソーは、RH型の改良型で、更
に滑らかな切れ味が特徴です。
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RH350
 1979(昭和54)年

 ヤンマーディーゼル社
 排気量33cc

このチェーンソーは、RH600型を⼩型
化したものであり、主に枝切り⽤として
開発され使⽤されました。

お問合せ先

中部森林管理局名古屋事務所
ダイヤルイン︓052-683-9206

 FAX番号︓052-683-9269

公式SNS   関連リンク集 林野庁
 トップページへ

住所︓〒380-8575 ⻑野県⻑野市⼤字栗⽥715-5
電話︓026-236-2720（代表） 026-236-2721（夜間・休⽇）
法⼈番号︓4000012080002

ご意⾒・お問い合わせ アクセス・地図

サイトマップ プライバシーポリシー リンクについて・著作権 免責事項

Copyright : CHUBU Regional Forest Office
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編集後記 

 
刊行にあたり、お言葉を賜りましたご長女の薫様、および、ご寄稿を頂きましたすべての

方々に厚く御礼申し上げます。また、編集を含む膨大な実務をご担当頂いた八谷寛先生に謝
意を表します。 
本追悼文集には、山田信也先生と交流のあった様々な立場の方々から 27 編に及ぶ追悼文

を頂きました。その内容は、社会医学分野の研究および大学の民主的改革に関する先生の姿
勢・功績と果たされた役割の大きさ、学問や人生の師としての先生の言葉、人柄・人物像な
ど、寄稿された方々の、かけがえのない思い出にあふれた文集となりました。  
本文集では、山田先生の言葉や姿勢が、少なからぬ筆者の方々の人生に大きな影響を与え

たことが記されています。その内容は、心に深く残る先生の問いかけや考え方、励ましの言
葉であったり、私心なく信念を貫く先生の生き方であったりします。加えて、先生の心優し
さや、にこやかな表情、学者ぶらず飾らない態度など、多くの人から敬愛された先生のお人
柄を幾人もの方が記述しています。 
 本文集では、総長として名古屋大学を牽引された加藤延夫先生と松尾清一先生のお二方
をはじめ、名大の卒業生や社会医学の教室在籍経験者等による文章が全追悼文の約 8 割を
占めています。その結果として、医学部改革の命運のかかった場面における山田先生の説得
力に満ちた発言の情景から、衛生学・公衆衛生学での先生の研究活動と教室づくり、今日の
名古屋大学が取り組む構想等に至るまで、20 世紀中盤から現在をつなぐ名古屋大学の歴史
の流れの中に、山田先生と先生に関わりのあった方々の存在や活動が生き生きと位置づけ
られた追悼文集が出来上がったように感じております。 
 本文集の後半には、名大医学部学友時報、公衆衛生学教室同門会誌、書籍・学会誌等に山
田先生が執筆された文章を資料として掲載しています。様々な機会に残された体系的かつ
雄弁な数多の記述からは、先生の思索の深さや視界の広大さ、真摯でヒューマンな心が伝わ
ってまいります。 
 加えて、本文集には先生の描かれた、スケッチを主体とする絵画が、小さな挿絵を含める
と約 30 作品掲載されています。山や海岸、自宅近くの林や花、海外の街並みや遺跡、教会
や市場に人々が集う場面など、様々な対象が安定した力強い構図の中に動的な生命感を持
って丁寧に描かれていて、先生のお人柄が偲ばれます。 
 本追悼文集が山田信也先生の業績と人物像、および理想を後世に永く伝える良き媒体と
なることを願ってやみません。 
 

山田信也追悼文集作成実行委員会 
 小野 雄一郎 

� 417



 
 

山田信也先生追悼文集実行委員会 

国際保健医療学・公衆衛生学教室同門会 
榊原久孝、近藤高明、瀧日久仁子、八谷寛、岩田真佐江 

旧衛生学教室 
小野雄一郎、久永直見、柴田英治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然、人間、社会 山田信也先生追悼文集 

2023年（令和 5年）8月 1日 発行 

編集・発行 名古屋大学大学院医学系研究科  
国際保健医療学・公衆衛生学 
〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 
E-mail : intnl-h@med.nagoya-u.ac.jp 
 

本書の写真および記事の無断複写・転載は固くお断りいたします。 
©名古屋大学大学院医学系研究科 国際保健医療学・公衆衛生学 

 



自
然
、
人
間
、
社
会

　
　

山
田
信
也
先
生
追
悼
文
集

自然、人間、社会
山田信也先生追悼文集


	表紙
	中表紙
	目次
	山田信也先生追悼文集の発行にあたって
	山田信也先生 略年譜
	御家族から　山田　薫
	加藤 延夫
	的場 恒孝
	二塚 信
	竹内 康浩 
	石竹 達也
	市原　学
	小木曽 みよ子
	小野 雄一郎
	金田 誠一
	粥川 裕平
	熊谷 俊幸
	古池 保雄
	榊原 久孝
	柴田 英治
	髙木 弘己
	瀧日 久仁子
	棚橋 昌子
	田村 昭彦
	樋田 眞知子
	樋端 規邦
	中島 幸江
	原田 規章
	久永 直見
	広瀬 俊雄
	松尾 清一
	水野 幹男
	八谷 寛
	資 料 集
	公衆衛生学教授決定
	公衆衛生学教授就任挨拶
	科学的ヒューマニスト山田信也君
	連載「自然、人間、社会」（１）〜(11)
	退官挨拶「社会医学の道を歩んで」
	退官記念講演
	第21 回全国医学生ゼミナール記録集（1978 年）
	衛生学教室創立50 周年記念誌（1985 年）
	同門会誌（1988 年−2018 年 国際保健医療学・公衆衛生学教室）
	医学史研究 第1 号（1961 年 医学史研究会）
	公衆衛生 第30 巻11 号（1966 年 医学書院）
	安全性の考え方（1967 年 岩波新書）
	第11 回社会医学研究会総会記録（1970 年 公衆衛生 第34 巻第12 号 医学書院）
	現代と思想 季刊No.3（1971 年 ⻘木書店）
	⺠医連医療（1973 年 全日本⺠主医療機関連合会）
	愛知労災職業病研究会記録（１）（1973 年−1974 年）
	愛知労災職業病研究会記録（２）（1974 年−1975 年）
	愛知労災職業病研究会記録（３）（1976 年−1978 年）
	第20 回社会医学研究会総会記録（1979 年 公衆衛生 第44 巻第3 号 医学書院）
	産業医学 特別号（1979 年 日本産業衛生学会）
	現代医学 26 巻3 号（1979 年 愛知県医師会）
	振動シンポジウム報告書（1980 年 総評振動障害対策会議）
	産業医学 27 巻（1985 年 日本産業衛生学会）
	社会医学研究 第8 号（1989 年 社会医学研究会）
	愛知労働問題研究所年報（1990 年）
	愛知労働問題研究所月報No.25（1990 年）
	社会医学研究 第11 号（1992 年 社会医学研究会）
	日本産業衛生学会東海地方会学会 特別講演（1994 年）
	社会医学研究（1999 年 社会医学研究会）
	林野庁特別講演（2001 年 林野庁）
	中部森林管理局 展示チェーンソーについて
	編集後記 小野 雄一郎



